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《
不
法
投
棄
と
は
》

不
法
投
棄
と
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る

と
お
り
、
違
法
に
物
を
捨
て
る
行
為
で
あ
り
、

道
路
へ
の
空
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
か
ら
、
山
林

へ
の
ご
み
捨
て
、
産
業
廃
棄
物
の
投
棄
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
単
に
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
招
く
こ

と
か
ら
廃
棄
物
処
理
法
で
厳
し
く
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
罪
は
非
常
に
重
く
、
個
人
の
場

合
は
5
年
以
下
の
懲
役
、
若
し
く
は
1
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
法
人
の
場
合
で
悪
質
な
ケ

ー
ス
で
は
な
ん
と
、
1
億
円
以
下
の
罰
金
が

処
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
で
も
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不

法
投
棄
は
減
ら
ず
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
現

状
で
す
。

よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
分
の
土

地
だ
っ
た
ら
不
法
投
棄
に
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

他
人
の
土
地
で
も
自
分
の
土
地
で
も
ご
み
を

捨
て
る
行
為
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
投
棄
は
量
の
大
小
で
は
な
く
、
モ

ラ
ル
の
問
題
で
す
。

み
な
さ
ん
の
手
で
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

も
し
、
大
量
や
悪
質
な
不
法
投
棄
を
し
て

い
る
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
・
・
・

不
法
投
棄
を
、「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

「
許
さ
な
い
」
意
識
が
大
切
で
す
。
不
法
投

棄
を
見
か
け
た
ら
、
警
察
署
に
通
報
す
る
か
、

次
の
点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
課
生
活
環
境

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
以
下
の
事
項
を

分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
通
報
者
の
氏
名

・
通
報
者
の
電
話
番
号

・
発
生
日
時：

投
棄
ま
た
は
発
見
の
日
時

・
発
生
場
所：

住
所
や
目
標
物
の
名
称
な
ど

・
廃
棄
物
の
種
類：

家
屋
解
体
物
、
家
電
、

タ
イ
ヤ
な
ど

・
廃
棄
物
の
量：

軽
ト
ラ
○
台
分
な
ど

・
行
為
者
に
関
す
る
情
報：

車
輌
ナ
ン
バ

ー
、
人
数
な
ど

ご
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

《
市
の
ご
み
処
理
計
画
策
定
》

今
日
の
豊
か
な
生
活
は
、
大
量
消
費
型
の

経
済
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
増
え
続
け
る
ご
み
と
ひ
っ
迫
す
る

最
終
処
分
場
の
問
題
は
深
刻
で
す
。

市
内
に
も
、
山
梨
県
内
に
も
最
終
処
分
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
ご
み
は
、
よ
そ

の
土
地
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、

ご
み
の
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
市
内
に
ご
み
が
あ
ふ
れ
る
日

が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ご
み
処
理
計
画

を
策
定
し
、
国
の
減
量
目
標
を
基
準
と
し
て
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
ご
み
量
の
約
5
％
削
減

を
目
指
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

《
家
庭
系
ご
み
の
減
量
目
標
》

現
状
1
人
1
日
あ
た
り
1
1
1
0
グ
ラ
ム

か
ら
約
50
グ
ラ
ム
程
度
の
減
量
を
目
指
し
ま

す
。

《
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
》

ご
み
全
体
の
約
9
割
を
占
め
る
の
は
、
紙

類
・
布
類
・
生
ご
み
類
・
ビ
ニ
ー
ル
類
に
な

り
ま
す
。
ご
み
の
減
量
に
は
、
み
な
さ
ん
が

毎
日
の
生
活
の
中
で
意
識
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

●
買
物
に
行
く
と
き
は
？

・
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
過
剰
な
包
装
や
袋

は
断
り
ま
し
ょ
う
。（
包
装
物
は
、
す
ぐ

後
で
ご
み
に
な
り
ま
す
。）

・
使
い
捨
て
の
商
品
は
選
ば
ず
、
長
く
使
え

る
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
を
選
び
ま

し
ょ
う
。（
繰
り
返
し
使
え
る
物
や
詰
め

替
え
商
品
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。）

・
本
当
に
必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
だ
け
買

私
有
地
や
私
道
上
に

投
棄
さ
れ
た
場
合

私
有
地
や
私
道
上
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み

は
、
廃
棄
物
処
理
法
お
よ
び
市
の
条
例
に
よ

り
、
そ
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が
清
潔
を

保
つ
よ
う
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。日

頃
か
ら
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
な
土

地
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

や
め
て
不
法
投
棄
　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！

人から見えないところに大量に不法投棄されている、ごみ・ごみ・ごみの山

粗
大
ご
み

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み

い
ま
し
ょ
う
。（
余
分
に
買
っ
た
も
の
は
、

使
わ
ず
に
終
わ
れ
ば
ご
み
に
な
り
ま
す
。）

・
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯

機
・
パ
ソ
コ
ン
等
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
引
き
取
り
ま
せ
ん
。
販
売
店
な
ど
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
ご
み
を
出
す
と
き
は
？

・
分
別
を
徹
底
し
よ
う
。（
分
別
は
ご
み
減

量
の
基
本
で
す
。
ご
み
を
出
す
と
き
に
手

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
集
め
ら
れ
て
か
ら

で
は
分
別
し
き
れ
ま
せ
ん
。）

・
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
よ
う
。（
水
分
を

取
り
除
く
だ
け
で
減
量
で
き
ま
す
。）

・
日
用
品
は
最
後
ま
で
使
い
切
り
ま
し
ょ

う
。（
ビ
ン
類
や
缶
類
で
も
、
中
身
が
残

っ
て
い
る
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ

ん
。）

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
考
え
よ
う
。（
生

ご
み
は
た
い
肥
・
古
着
は
古
着
回
収
・
紙

類
は
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
不
用
品
は
人
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

▼
▼

！



広報うえのはら　No.18  23 広報うえのはら　平成18年8月号　　　　　

《
不
法
投
棄
と
は
》

不
法
投
棄
と
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る

と
お
り
、
違
法
に
物
を
捨
て
る
行
為
で
あ
り
、

道
路
へ
の
空
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
か
ら
、
山
林

へ
の
ご
み
捨
て
、
産
業
廃
棄
物
の
投
棄
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
単
に
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
招
く
こ

と
か
ら
廃
棄
物
処
理
法
で
厳
し
く
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
罪
は
非
常
に
重
く
、
個
人
の
場

合
は
5
年
以
下
の
懲
役
、
若
し
く
は
1
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
法
人
の
場
合
で
悪
質
な
ケ

ー
ス
で
は
な
ん
と
、
1
億
円
以
下
の
罰
金
が

処
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
で
も
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不

法
投
棄
は
減
ら
ず
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
現

状
で
す
。

よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
分
の
土

地
だ
っ
た
ら
不
法
投
棄
に
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

他
人
の
土
地
で
も
自
分
の
土
地
で
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を
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の
投
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は
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、
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の
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で
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の
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で
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

も
し
、
大
量
や
悪
質
な
不
法
投
棄
を
し
て

い
る
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
・
・
・

不
法
投
棄
を
、「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

「
許
さ
な
い
」
意
識
が
大
切
で
す
。
不
法
投

棄
を
見
か
け
た
ら
、
警
察
署
に
通
報
す
る
か
、

次
の
点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
課
生
活
環
境

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
以
下
の
事
項
を

分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
通
報
者
の
氏
名

・
通
報
者
の
電
話
番
号

・
発
生
日
時：

投
棄
ま
た
は
発
見
の
日
時

・
発
生
場
所：

住
所
や
目
標
物
の
名
称
な
ど

・
廃
棄
物
の
種
類：

家
屋
解
体
物
、
家
電
、

タ
イ
ヤ
な
ど

・
廃
棄
物
の
量：

軽
ト
ラ
○
台
分
な
ど

・
行
為
者
に
関
す
る
情
報：

車
輌
ナ
ン
バ

ー
、
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ど
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！
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の
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今
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か
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、
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全
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は
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が
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？
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す
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・
使
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の
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は
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長
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使
え

る
物
、
リ
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で
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を
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ま
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ょ
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返
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え
る
物
や
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ど
を
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し
ま
し
ょ
う
。）

・
本
当
に
必
要
な
も
の
を
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投
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地
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物
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は
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に
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こ
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ま
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不
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投
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可
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い
ま
し
ょ
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余
分
に
買
っ
た
も
の
は
、

使
わ
ず
に
終
わ
れ
ば
ご
み
に
な
り
ま
す
。）

・
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
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。
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テ
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エ
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で
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取
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販
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●
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？

・
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し
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量
の
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で
す
。
ご
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出
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と
き
に
手

間
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か
か
り
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す
が
、
集
め
ら
れ
て
か
ら

で
は
分
別
し
き
れ
ま
せ
ん
。）

・
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
よ
う
。（
水
分
を

取
り
除
く
だ
け
で
減
量
で
き
ま
す
。）

・
日
用
品
は
最
後
ま
で
使
い
切
り
ま
し
ょ

う
。（
ビ
ン
類
や
缶
類
で
も
、
中
身
が
残

っ
て
い
る
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ

ん
。）

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
か
考
え
よ
う
。（
生

ご
み
は
た
い
肥
・
古
着
は
古
着
回
収
・
紙

類
は
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
不
用
品
は
人
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

▼
▼

！
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浄化槽を設置
しているみなさんへ

適切な維持管理を実施しましょう!!

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

《
設
置
後
等
の
水
質
に
関
す
る

検
査（
浄
化
槽
法
第
7
条
）》

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
3
か
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
5
か
月
以
内

に
受
け
る
検
査
で
、
浄
化
槽
の
設

置
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
か
つ

正
常
な
浄
化
機
能
を
果
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
早
い
時
期
に
確
認
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。

《
定
期
検
査（

浄
化
槽
法
第
11
条
）》

毎
年
1
回
、
定
期
的
に
受
け
る

検
査
で
、
保
守
点
検
や
清
掃
が
適

正
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
浄
化
槽

の
働
き
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。
た
と
え
、
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
ま
た
は
清
掃
業
者
と

委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、
山
梨

県
の
指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

＊
法
定
検
査
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
先
は
、
山
梨
県
知
事
が

指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
社

団
法
人
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
に

検
査
申
込
書
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検

査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

名称
正一　有限会社
上野原衛生社

有限会社　天野清掃社
環境管理開発　株式会社

小俣工務店
株式会社　東朋山梨支店

業務の種類
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検
保守点検

連絡先
62－3922
63－0878
56－2011
43－2471
56－2050
67－2488

《保守点検・清掃業者》

※清掃は、上記の4業者のみです。その他の業者は清掃を行えません。保守点検業者については、紙面の
都合上、上野原市に営業所がある業者のみの掲載となっています。

《順不同》

定
期
的
な
保
守
点
検
と

年
1
回
以
上
の
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う

《
保
守
点
検（

浄
化
槽
法
第
10
条
）》

浄
化
槽
の
保
守
点
検
作
業
で

は
、
微
生
物
の
管
理
や
、
装
置
や

機
械
類
の
調
整
・
修
理
、
消
毒
剤

の
補
給
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

保
守
点
検
は
、
山
梨
県
知
事
の

登
録
を
受
け
た
業
者
へ
委
託
し
て

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

《
清
掃（
浄
化
槽
法
第
10
条
）》

浄
化
槽
に
流
れ
込
ん
だ
汚
水

は
、
沈
殿
・
浮
上
と
い
っ
た
物
理

作
用
と
微
生
物
の
働
き
に
よ
る
生

物
作
用
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
過
程
で
必
ず
汚
泥
な
ど

の
固
ま
り
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら

が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
浄
化
槽
の
機

能
に
支
障
を
き
た
し
、
処
理
が
不

十
分
に
な
り
悪
臭
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
汚
泥
な
ど
の
取

り
除
き
や
機
械
類
の
洗
浄
な
ど
、

掃
除
す
る
作
業
が
必
要
と
な
り
ま

す
。清

掃
は
、
年
1
回
以
上
、
上
野

原
市
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、
し
尿
な
ど
の
汚
水
を
き
れ

い
な
水
と
汚
泥
に
処
理
す
る
装
置
で
、
日
頃
の
維
持
管
理
が
非
常
に
重
要

と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
浄
化
槽
管
理
者
（
設
置

者
）
は
法
定
検
査
、
保
守
点
検
お
よ
び
定
期
清
掃
の
3
つ
の
維
持
管
理
が

浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、
し
だ
い
に
浄
化
槽
の
機
能
が
低

下
し
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
出
し
て
道
路
側
溝
か
ら
悪
臭
が
発
生
す
る
原
因

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
故
障
の
原
因
に
も
な
り
、
機
能
を

正
常
に
戻
す
た
め
に
余
分
な
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

社団法人山梨県浄化槽協会
〒400-0822
甲府市里吉3－9－1
（山梨県庁里吉別館内）
蕁055－232－2762
蕭055－232－3841

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当
（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

排水設備は、各家庭に設置していただく排水管や汚水ますなどのことで、公共下水道に流
すための設備をさしています。これは、トイレ・風呂・台所などの汚水を、すみやかに流す
役割を果たしています。
これらの排水設備は、みなさんの個人的な財産となりますので、個人負担で設置し、管理

していただくことになります。

ますは、排水管の点検や詰まった時の掃除口となります。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務
担
当

（
蕁
62
│

3
1
4
5
）

「排水設備」とは？

「ますの役割」とは？

下
水
道
の
は
な
し

※公共下水道・供用開始のお知らせ

平成18年8月1日、東部基幹工業団地(上野原リサーチ＆テクノパーク)が新たに供用開始とな
りました。

家庭排水設備のしくみ 市の下水道は分流式です。汚水だけしか流せません。
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第
7
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化
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を
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か
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以
内

に
受
け
る
検
査
で
、
浄
化
槽
の
設

置
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
、
か
つ

正
常
な
浄
化
機
能
を
果
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
早
い
時
期
に
確
認
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。

《
定
期
検
査（

浄
化
槽
法
第
11
条
）》

毎
年
1
回
、
定
期
的
に
受
け
る

検
査
で
、
保
守
点
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や
清
掃
が
適

正
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
浄
化
槽

の
働
き
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。
た
と
え
、
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
ま
た
は
清
掃
業
者
と

委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、
山
梨

県
の
指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

＊
法
定
検
査
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
先
は
、
山
梨
県
知
事
が

指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
社

団
法
人
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
に

検
査
申
込
書
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検

査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
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正一　有限会社
上野原衛生社

有限会社　天野清掃社
環境管理開発　株式会社
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※清掃は、上記の4業者のみです。その他の業者は清掃を行えません。保守点検業者については、紙面の
都合上、上野原市に営業所がある業者のみの掲載となっています。
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定
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的
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守
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検
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行
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検
作
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で

は
、
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の
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、
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や

機
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調
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、
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ど
が
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検
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野
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を
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た
業
者
へ
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ま
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微
生
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の
働
き
を
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て
、
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の
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を
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れ

い
な
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と
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に
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す
る
装
置
で
、
日
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の
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に
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要

と
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す
。
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の
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能
が
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さ
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る
よ
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に
、
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（
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、
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定
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の
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て
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ま
す
。
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理
が
適
正
に
行
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れ
な
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と
、
し
だ
い
に
浄
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の
機
能
が
低

下
し
、
汚
れ
た
水
が
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し
て
道
路
側
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か
ら
悪
臭
が
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す
る
原
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に
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な
が
り
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す
。
ま
た
、
浄
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の
故
障
の
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に
も
な
り
、
機
能
を

正
常
に
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す
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め
に
余
分
な
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か
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っ
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（
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排水設備は、各家庭に設置していただく排水管や汚水ますなどのことで、公共下水道に流
すための設備をさしています。これは、トイレ・風呂・台所などの汚水を、すみやかに流す
役割を果たしています。
これらの排水設備は、みなさんの個人的な財産となりますので、個人負担で設置し、管理
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《対象者と接種ワクチンの種類》
第1期：接種時に1歳から2歳未満

第2期：小学校就学前の1年間（いわゆる幼稚園保育所の年長児）

※今年度接種対象のお子さんにはすでに予診票が郵送してありますが、届いていない場合は保健センタ
ーへご連絡ください。

※生後24月～7歳5か月までのお子さんで、MR混合予防接種第2期の対象とならず、麻しんまたは風しん
の予防接種を受けていない人が、平成19年3月31日までに麻しん単抗原ワクチンまたは風しん単抗原
ワクチンを接種する場合の費用を公費負担します。ただし、この場合は任意の予防接種ですので、健
康被害については、予防接種法の下での救済制度の対象とはならず、独立行政法人医薬品医療機器総
合機構に基づく救済となります。
この場合の接種可能医療機関は、上野原市立病院と国保直営秋山診療所のみとなります。

●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62―4134）

接種するワクチン
麻しん風しん混合ワクチン

風しん単抗原ワクチン

麻しん単抗原ワクチン

接種の必要なし

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん

の
予
防
接
種
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
し
た

麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
18
年
4
月
か
ら

今
ま
で
の
麻
し
ん
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
1
回
ず
つ
接
種
す
る
と
い
う
制

度
か
ら
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）を
第
1
期
と
第
2
期
に

2
回
接
種
す
る
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
6
月
2
日
か
ら
4
月
か
ら
の
予
防
接
種
制
度
に
次

の
変
更
内
容
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

《
主
な
変
更
内
容
》

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
M
R
）ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
追
加
接
種（
第
2
期
）が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
場
合
は
、
第
2
期（
小
学
校
入
学
前
の
1
年

間
）の
接
種
時
に
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）を
接
種
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
6
月
2
日
か
ら
の
制
度
の
変
更

に
よ
り
、
第
2
期
の
期
間
中
に
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）

を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
予
防
接
種
液
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
接
種
液
が
①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
②
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
、
③
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
か
か
っ

た
お
子
さ
ん
は
、
か
か
っ
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対象者
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも未接種の子
麻しんにかかったことがある子
麻しんワクチンのみ接種済みの子
風しんにかかったことがある子
風しんワクチンのみ接種済みの子
麻しん、風しん両方ともかかったことがある子

接種するワクチン

麻しん風しん混合ワクチン

風しん単抗原ワクチン
麻しん単抗原ワクチン
接種の必要なし

対象者
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも未接種の子
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも接種済みの子
麻しんワクチンのみ接種済みの子
風しんワクチンのみ接種済みの子
麻しんにかかったことがある子
風しんにかかったことがある子
麻しん、風しん両方ともかかったことがある子
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情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業（
C
A
T
V
事

業
等
）で
は
、
地
域
に
よ
る
情
報
通
信
格
差

の
解
消
を
図
り
、
地
理
的
条
件
に
依
存
し
な

い
一
体
性
を
持
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

音
声
や
映
像
に
よ
る
行
政
情
報
に
特
化
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
提
供
や
、
教
育
・
防
災
情
報

等
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な
発
信
が
行
え
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
密
着

し
た
情
報
を
さ
ら
に
効
果
的
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
心
し
て
居
住
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
対

す
る
対
応
や
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
双
方
向
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
的
・

地
理
的
な
枠
を
超
え
、
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
品
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
？

《
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
》

・
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
に
よ
り
、
市
役
所

か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
等
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
自
宅
か
ら
様
々
な
申
請
や
施
設
予
約
な
ど

が
可
能
に
な
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

・
防
災
無
線
の
難
視
聴
解
消
も
含
め
、
災
害

告
知
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

《
地
域
の
振
興
》

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
が
期

待
で
き
ま
す
。

《
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た

双
方
向
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
整
備
》

・
市
内
全
て
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
行
い
ま
す
。

・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ（
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭
ま
で

接
続
す
る
方
式
）で
大
容
量
の
双
方
向
通

信
を
実
現
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
以
外
の
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

・
当
市
の
歴
史
的
、
文
化
的
、
経
済
的
な
東

京
圏
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
東
京
波
の
視

聴
を
推
進
し
ま
す
。

《
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
》

・
地
域
、
年
齢
等
に
よ
る
情
報
通
信
格
差
を

解
消
し
ま
す
。

・
民
間
業
者
に
よ
る
整
備
が
望
め
な
い
地
域

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
で
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
上
野
原
市
の
将
来
に
向
け
た
基
本

構
想（
新
市
将
来
構
想
）の
中
に
も
あ
る
「
市

民
の
み
な
さ
ん
が
情
報
共
有
す
る
た
め
の
Ｉ

Ｔ
基
盤
」、
さ
ら
に
新
市
建
設
計
画
に
う
た

わ
れ
て
い
る
「
高
速
・
大
容
量
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
時
代
に
対
応
可
能
な
情
報
基
盤
整

備
」
の
具
体
的
施
策
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
将
来
に
向
か
っ
て
、
地
域
振

興
や
雇
用
創
出
等
の
相
乗
効
果
を
考
え
、
こ

の
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
県
内
放
送
局
の
動
き

山
梨
県
内
の
放
送
局
の
最
近
の
動
き
と
し

て
は
、
4
月
1
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
が

県
内
国
中
地
域
を
中
心
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
7
月
1
日

に
富
士
北
麓
地
域
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
梨
放
送
お
よ
び
テ
レ
ビ
山

梨
に
つ
い
て
は
、
7
月
1
日
に
国
中
地
域
お

よ
び
富
士
北
麓
地
域
に
て
放
送
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

上
野
原
市
内
に
対
し
て
の
今
後
の
県
内
局

の
動
き
は
、
平
成
19
年
度
に
市
内
中
心
部
向

け
の
中
継
局
が
、
平
成
21
年
度
に
は
棡
原
、

西
原
、
秋
山
の
各
地
区
向
け
の
中
継
局
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
山
梨
放
送
、
テ
レ

ビ
山
梨
に
つ
い
て
は
、
棡
原
、
西
原
両
地
区

の
中
継
局
設
置
は
現
在
計
画
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
こ
と
か
ら
、
県
内
局
の
放
送
に
つ
い

て
将
来
的
に
市
内
す
べ
て
の
地
域
で
個
別
に

受
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
はど

う
な
る
の
？

市
内
全
域
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ（
※
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
協
議
で
、

通
信
速
度
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ（
上
下
共
）で
の

対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
Ｉ
Ｓ
Ｐ
と
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ

（InternetService
Provider

）の
略
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
電
話
回
線
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
、
デ
ー
タ

通
信
専
用
回
線
な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
や
家

庭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
す
る
の
が
主
な
業
務
で
す
。
付
加
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
用
の
デ
ィ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出

し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
た
り
し
て
い
る
業
者
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
の
取
り
組
み（
そ
の
2
）
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《対象者と接種ワクチンの種類》
第1期：接種時に1歳から2歳未満

第2期：小学校就学前の1年間（いわゆる幼稚園保育所の年長児）

※今年度接種対象のお子さんにはすでに予診票が郵送してありますが、届いていない場合は保健センタ
ーへご連絡ください。

※生後24月～7歳5か月までのお子さんで、MR混合予防接種第2期の対象とならず、麻しんまたは風しん
の予防接種を受けていない人が、平成19年3月31日までに麻しん単抗原ワクチンまたは風しん単抗原
ワクチンを接種する場合の費用を公費負担します。ただし、この場合は任意の予防接種ですので、健
康被害については、予防接種法の下での救済制度の対象とはならず、独立行政法人医薬品医療機器総
合機構に基づく救済となります。
この場合の接種可能医療機関は、上野原市立病院と国保直営秋山診療所のみとなります。

●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62―4134）

接種するワクチン
麻しん風しん混合ワクチン

風しん単抗原ワクチン

麻しん単抗原ワクチン

接種の必要なし

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん

の
予
防
接
種
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
し
た

麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
18
年
4
月
か
ら

今
ま
で
の
麻
し
ん
と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
1
回
ず
つ
接
種
す
る
と
い
う
制

度
か
ら
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）を
第
1
期
と
第
2
期
に

2
回
接
種
す
る
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
6
月
2
日
か
ら
4
月
か
ら
の
予
防
接
種
制
度
に
次

の
変
更
内
容
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

《
主
な
変
更
内
容
》

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
M
R
）ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
追
加
接
種（
第
2
期
）が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
場
合
は
、
第
2
期（
小
学
校
入
学
前
の
1
年

間
）の
接
種
時
に
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）を
接
種
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
6
月
2
日
か
ら
の
制
度
の
変
更

に
よ
り
、
第
2
期
の
期
間
中
に
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
）

を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
予
防
接
種
液
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
接
種
液
が
①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
②
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
、
③
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
か
か
っ

た
お
子
さ
ん
は
、
か
か
っ
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対象者
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも未接種の子
麻しんにかかったことがある子
麻しんワクチンのみ接種済みの子
風しんにかかったことがある子
風しんワクチンのみ接種済みの子
麻しん、風しん両方ともかかったことがある子

接種するワクチン

麻しん風しん混合ワクチン

風しん単抗原ワクチン
麻しん単抗原ワクチン
接種の必要なし

対象者
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも未接種の子
麻しんワクチン、風しんワクチン両方とも接種済みの子
麻しんワクチンのみ接種済みの子
風しんワクチンのみ接種済みの子
麻しんにかかったことがある子
風しんにかかったことがある子
麻しん、風しん両方ともかかったことがある子
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情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業（
C
A
T
V
事

業
等
）で
は
、
地
域
に
よ
る
情
報
通
信
格
差

の
解
消
を
図
り
、
地
理
的
条
件
に
依
存
し
な

い
一
体
性
を
持
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

音
声
や
映
像
に
よ
る
行
政
情
報
に
特
化
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
提
供
や
、
教
育
・
防
災
情
報

等
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な
発
信
が
行
え
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
密
着

し
た
情
報
を
さ
ら
に
効
果
的
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
心
し
て
居
住
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
対

す
る
対
応
や
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
双
方
向
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
的
・

地
理
的
な
枠
を
超
え
、
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
品
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
？

《
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
》

・
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
に
よ
り
、
市
役
所

か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
等
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
自
宅
か
ら
様
々
な
申
請
や
施
設
予
約
な
ど

が
可
能
に
な
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

・
防
災
無
線
の
難
視
聴
解
消
も
含
め
、
災
害

告
知
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

《
地
域
の
振
興
》

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
が
期

待
で
き
ま
す
。

《
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た

双
方
向
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
整
備
》

・
市
内
全
て
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
行
い
ま
す
。

・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ（
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭
ま
で

接
続
す
る
方
式
）で
大
容
量
の
双
方
向
通

信
を
実
現
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
以
外
の
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

・
当
市
の
歴
史
的
、
文
化
的
、
経
済
的
な
東

京
圏
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
東
京
波
の
視

聴
を
推
進
し
ま
す
。

《
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
》

・
地
域
、
年
齢
等
に
よ
る
情
報
通
信
格
差
を

解
消
し
ま
す
。

・
民
間
業
者
に
よ
る
整
備
が
望
め
な
い
地
域

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
で
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
上
野
原
市
の
将
来
に
向
け
た
基
本

構
想（
新
市
将
来
構
想
）の
中
に
も
あ
る
「
市

民
の
み
な
さ
ん
が
情
報
共
有
す
る
た
め
の
Ｉ

Ｔ
基
盤
」、
さ
ら
に
新
市
建
設
計
画
に
う
た

わ
れ
て
い
る
「
高
速
・
大
容
量
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
時
代
に
対
応
可
能
な
情
報
基
盤
整

備
」
の
具
体
的
施
策
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
将
来
に
向
か
っ
て
、
地
域
振

興
や
雇
用
創
出
等
の
相
乗
効
果
を
考
え
、
こ

の
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
県
内
放
送
局
の
動
き

山
梨
県
内
の
放
送
局
の
最
近
の
動
き
と
し

て
は
、
4
月
1
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
が

県
内
国
中
地
域
を
中
心
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
7
月
1
日

に
富
士
北
麓
地
域
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
梨
放
送
お
よ
び
テ
レ
ビ
山

梨
に
つ
い
て
は
、
7
月
1
日
に
国
中
地
域
お

よ
び
富
士
北
麓
地
域
に
て
放
送
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

上
野
原
市
内
に
対
し
て
の
今
後
の
県
内
局

の
動
き
は
、
平
成
19
年
度
に
市
内
中
心
部
向

け
の
中
継
局
が
、
平
成
21
年
度
に
は
棡
原
、

西
原
、
秋
山
の
各
地
区
向
け
の
中
継
局
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
山
梨
放
送
、
テ
レ

ビ
山
梨
に
つ
い
て
は
、
棡
原
、
西
原
両
地
区

の
中
継
局
設
置
は
現
在
計
画
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
こ
と
か
ら
、
県
内
局
の
放
送
に
つ
い

て
将
来
的
に
市
内
す
べ
て
の
地
域
で
個
別
に

受
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
はど

う
な
る
の
？

市
内
全
域
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ（
※
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
協
議
で
、

通
信
速
度
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ（
上
下
共
）で
の

対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
Ｉ
Ｓ
Ｐ
と
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ

（InternetService
Provider

）の
略
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
電
話
回
線
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
、
デ
ー
タ

通
信
専
用
回
線
な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
や
家

庭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
す
る
の
が
主
な
業
務
で
す
。
付
加
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
用
の
デ
ィ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出

し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
た
り
し
て
い
る
業
者
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
の
取
り
組
み（
そ
の
2
）



近年、大きく取り上げられている“男女共同参画”。
それはなぜでしょうか？
その背景には少子化問題が深く関っています。
この少子化・・・すでに私たちの生活にも様々な影響

が出始めています。そして、近い将来、私たちの大切な
子どもたちが大人になる頃には、深刻な問題となること
が懸念されています。

今回はこの少子化という観点から職場環境を考えてみ
たいと思います。

Ａ子さんは、結婚を機に家を建て、ローン返済のため
勤めを続けていました。その後、子どもが生まれたので、
育児休業を一年とりました。職場復帰後は、子どもを保
育園に預け、家庭と仕事を両立するため夫と協力してい
ました。しかし、子育てに関わる母親の役割は大きく、

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

の
際
に
国
庫
負
担
に
相
当
す
る
額

が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

場
合
の
受
給
資
格
に
も
含
ま
れ
ま

す
。た

だ
し
、
一
部
納
付
制
度
は
、

納
付
す
べ
き
一
部
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
た
場
合
は
、
一
部
免
除
が

無
効
と
な
り
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
の
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

一
部
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
10

年
以
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
承
認
さ
れ
た

期
間
が
属
す
る
年
度
か
ら
起
算
し

て
3
年
度
目
以
降
に
納
付
す
る
場

合
は
、
経
過
し
た
年
度
に
応
じ
た

一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当(

蕁
62
―

3
1
1
2)

ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所(

蕁
22
―

3
8
1
1
）

9 広報うえのはら　平成18年8月号　　　　　 広報うえのはら　No.18  8

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.5

子どもが熱を出したといっては早退を、入院したといっ
ては休暇をとることが多くなりました。
そのうちA子さんにも職場で役職がつくようになりま

した。
すると、子どもが急に熱を出した時などにA子さんは

思うように休暇が取れなくなり、このまま仕事を続ける
べきか退職するべきか、とても悩んでいるようです。

国では少子化対策に力を入れていますが、実際にはま
だまだ仕事と家庭を両立できる環境になっていないよう
です。
子どもを産むことができるのは女性だけです。それだ

けに、その女性たちの働く環境や子育てをする環境を社
会全体で整備することは、少子化の歯止めにもなります。
家庭、地域ばかりではなく会社などの職場においても、
一人一人が意識を変えて職場環境を整えることはとても
大切なことではないでしょうか。

(上野原市男女共同参画推進委員会)
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

国
民
年
金
制
度

国
民
年
金
制
度
は
、
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
月
額
1
万
3
8
6
0

円（
平
成
18
年
度
）
で
す
が
、
経

済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
の
追
加

平
成
18
年
7
月
か
ら
全
額
免
除

制
度
と
3
段
階
の
一
部
納
付
制
度

に
な
り
ま
し
た
。

《
こ
れ
ま
で
の
制
度
》

・「
全
額
免
除
制
度
」→

保
険
料
の

全
額
が
免
除

・「
半
額
納
付
制
度
」→

保
険
料
の

2
分
の
1
を
納
付（
残
り
の
2

分
の
1
が
免
除
）

《
7
月
か
ら
追
加
さ
れ
た
制
度
》

・「
4
分
の
1
納
付
制
度
」→

保
険

料
の
4
分
の
1
を
納
付（
残
り

の
4
分
の
3
が
免
除
）

・「
4
分
の
3
納
付
制
度
」→

保
険

料
の
４
分
の
３
を
納
付（
残
り

の
4
分
の
1
が
免
除
）

一
部
納
付
制
度
を
利
用
す
る

場
合
の
月
々
の
保
険
料
額

・
4
分
の
1
納
付→

3
4
7
0
円

・
2
分
の
1
納
付→
6
9
3
0
円

・
4
分
の
3
納
付→
1
万
4
0
0

円
制
度
を
利
用
す
る
条
件

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

年
金
の
受
給
資
格
期
間

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）の
給
付

の
3
分
の
1（
将
来
は
2
分
の
1
）

は
国
庫
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

い
ま
す
。
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

7
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

四方津小学校3年（現4年）
落合樺子

か こ

さん

福福
祉祉
作作
品品
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
最最
優優
秀秀
作作
文文

松
葉
づ
え
は
ふ
べ
ん
だ
け
ど
う

れ
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。こ

の
前
電
車
に
乗
っ
た
時
に
、

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
の
に

知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
せ
き
を
ゆ

ず
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
知
ら
な
い

人
で
も
た
い
へ
ん
だ
ね
。
が
ん
ば

っ
て
ね
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

学
校
で
は
な
か
よ
し
の
友
だ
ち

が
真
っ
先
に
手
つ
だ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
た
い
へ
ん
な
時
、

た
と
え
ば
プ
リ
ン
ト
を
返
し
て
も

ら
う
時
、
き
ゅ
う
食
を
運
ぶ
時
な

ど
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ
て

き
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
は
ほ
か
の
お
友
だ
ち
も
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
手
を
の
ば
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
悪
い

な
あ
と
思
う
け
ど
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
今
、
友
だ
ち
の
間
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
は
や
っ
て
い
る

け
ど
わ
た
し
が
外
で
遊
べ
な
い
の

で
お
家
で
遊
ん
で
も
い
い
よ
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
が
う
れ

し
い
と
思
う
気
も
ち
は
ほ
か
に
も

だ
れ
か
が
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
体
の
ふ
じ
ゆ
う
な

人
、
お
年
よ
り
の
人
の
に
も
つ
を

足
の
病
気
か
ら
感
じ
た
こ
と

わ
た
し
は
生
ま
れ
つ
き
足
の
ほ

ね
が
お
れ
や
す
く
て
2
さ
い
の
こ

ろ
か
ら
そ
う
具
を
つ
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
走
っ
た
り
ジ
ャ
ン

プ
し
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
び

が
入
っ
た
り
お
れ
た
り
す
る
た
び

に
松
葉
づ
え
を
つ
か
わ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
松
葉
づ
え
を
使
う

と
歩
く
の
に
つ
か
れ
る
し
、
に
物

を
も
て
な
く
な
り
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。）

も
っ
て
あ
げ
る
と
う
れ
し
い
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し
が
だ
れ
か
を
助
け
る
立

場
に
な
っ
た
ら
体
の
ふ
自
由
な

人
、
お
年
よ
り
に
電
車
の
せ
き
を

ゆ
ず
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
あ
と
、

目
の
ふ
自
由
な
人
が
い
た
ら
声
を

か
け
た
い
で
す
。

ふ
く
し
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で

は
な
く
て
思
い
や
り
の
気
も
ち
さ

え
あ
れ
ば
か
ん
た
ん
に
で
き
る
こ

と
で
す
。
わ
た
し
は
み
ん
な
に
さ

さ
え
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
て

わ
た
し
も
、
体
の
ふ
自
由
な
人
、

お
年
よ
り
を
助
け
合
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。だ

れ
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
ら

か
ん
し
ゃ
の
気
も
ち
を
わ
す
れ
ず

に
、「あ

り
が
と
う
」
と
言
い
た
い

で
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

内
の
小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

を
対
象
に
福
祉
作
品
を
募
集
し
ま

し
た
。
選
考
の
結
果
、
10
作
文
が

最
優
秀
作
文
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
4
つ
の
作
文
を
今
月

号
か
ら
4
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま

す
。

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
不
適
切
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
新

築
住
宅
に
住
宅
用
防
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
次
に
紹
介
す

る
不
適
切
な
訪
問
販
売
等
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

１
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し

た
。」

・
消
防
職
員
が
訪
問
販
売
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
消
防
職
員
等
が
尋
ね
て
き
た

ら
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

み
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
点
検

に
来
ま
し
た
。」

・
高
額
な
点
検
料
を
請
求
さ
れ
る

手
口
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
悪
質

な
業
者
の
手
口
は
、
本
社
か
ら

の
依
頼
に
よ
っ
て
訪
問
し
て
い

る
と
装
っ
た
り
、
訪
問
前
に
あ

た
か
も
出
入
り
点
検
業
者
の
よ

う
に
電
話
し
て
く
る
な
ど
巧
妙

で
す
。

・
承
諾
を
得
ず
点
検
を
し
は
じ
め

る
な
ど「
怪
し
い
」と
感
じ
た
ら

そ
の
場
で
断
る
。

・
点
検
は
、
個
人
で
容
易
に
で
き
、

点
検
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば

で
き
な
い
作
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

３
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
点
検

後
、
契
約
書
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
署
名
を
求
め
て
く
る
。」

・
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
即
決
・
契

約
し
な
い
こ
と
。

・
事
前
に
見
積
り
を
取
り
、
工
事

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
お
く
。

４
「
設
置
し
な
い
と
罰
金
」と
脅

し
、「
今
だ
け
の
特
別
価
格
」を

強
調
し
て
買
わ
せ
る
。

・
罰
金
と
い
う
言
葉
に
お
び
え
て

動
揺
し
な
い
こ
と
。

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
に

合
格
し
た
こ
と
を
示
す
「
N
S
マ

ー
ク
」
の
付
い
た
商
品
を
推
奨
し

ま
す
。
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
1
個
約
４
千
円

か
ら
９
千
円
が
中
心
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1

1
）



近年、大きく取り上げられている“男女共同参画”。
それはなぜでしょうか？
その背景には少子化問題が深く関っています。
この少子化・・・すでに私たちの生活にも様々な影響
が出始めています。そして、近い将来、私たちの大切な
子どもたちが大人になる頃には、深刻な問題となること
が懸念されています。

今回はこの少子化という観点から職場環境を考えてみ
たいと思います。

Ａ子さんは、結婚を機に家を建て、ローン返済のため
勤めを続けていました。その後、子どもが生まれたので、
育児休業を一年とりました。職場復帰後は、子どもを保
育園に預け、家庭と仕事を両立するため夫と協力してい
ました。しかし、子育てに関わる母親の役割は大きく、

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

の
際
に
国
庫
負
担
に
相
当
す
る
額

が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

場
合
の
受
給
資
格
に
も
含
ま
れ
ま

す
。た

だ
し
、
一
部
納
付
制
度
は
、

納
付
す
べ
き
一
部
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
た
場
合
は
、
一
部
免
除
が

無
効
と
な
り
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
の
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

一
部
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
10

年
以
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
承
認
さ
れ
た

期
間
が
属
す
る
年
度
か
ら
起
算
し

て
3
年
度
目
以
降
に
納
付
す
る
場

合
は
、
経
過
し
た
年
度
に
応
じ
た

一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当(

蕁
62
―

3
1
1
2)

ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所(

蕁
22
―

3
8
1
1
）
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男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.5

子どもが熱を出したといっては早退を、入院したといっ
ては休暇をとることが多くなりました。
そのうちA子さんにも職場で役職がつくようになりま

した。
すると、子どもが急に熱を出した時などにA子さんは

思うように休暇が取れなくなり、このまま仕事を続ける
べきか退職するべきか、とても悩んでいるようです。

国では少子化対策に力を入れていますが、実際にはま
だまだ仕事と家庭を両立できる環境になっていないよう
です。
子どもを産むことができるのは女性だけです。それだ

けに、その女性たちの働く環境や子育てをする環境を社
会全体で整備することは、少子化の歯止めにもなります。
家庭、地域ばかりではなく会社などの職場においても、
一人一人が意識を変えて職場環境を整えることはとても
大切なことではないでしょうか。

(上野原市男女共同参画推進委員会)
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

国
民
年
金
制
度

国
民
年
金
制
度
は
、
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
月
額
1
万
3
8
6
0

円（
平
成
18
年
度
）
で
す
が
、
経

済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
の
追
加

平
成
18
年
7
月
か
ら
全
額
免
除

制
度
と
3
段
階
の
一
部
納
付
制
度

に
な
り
ま
し
た
。

《
こ
れ
ま
で
の
制
度
》

・「
全
額
免
除
制
度
」→

保
険
料
の

全
額
が
免
除

・「
半
額
納
付
制
度
」→

保
険
料
の

2
分
の
1
を
納
付（
残
り
の
2

分
の
1
が
免
除
）

《
7
月
か
ら
追
加
さ
れ
た
制
度
》

・「
4
分
の
1
納
付
制
度
」→

保
険

料
の
4
分
の
1
を
納
付（
残
り

の
4
分
の
3
が
免
除
）

・「
4
分
の
3
納
付
制
度
」→

保
険

料
の
４
分
の
３
を
納
付（
残
り

の
4
分
の
1
が
免
除
）

一
部
納
付
制
度
を
利
用
す
る

場
合
の
月
々
の
保
険
料
額

・
4
分
の
1
納
付→

3
4
7
0
円

・
2
分
の
1
納
付→

6
9
3
0
円

・
4
分
の
3
納
付→

1
万
4
0
0

円
制
度
を
利
用
す
る
条
件

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

年
金
の
受
給
資
格
期
間

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）の
給
付

の
3
分
の
1（
将
来
は
2
分
の
1
）

は
国
庫
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

い
ま
す
。
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

7
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

四方津小学校3年（現4年）
落合樺子

か こ

さん

福福
祉祉
作作
品品
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
最最
優優
秀秀
作作
文文

松
葉
づ
え
は
ふ
べ
ん
だ
け
ど
う

れ
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。こ

の
前
電
車
に
乗
っ
た
時
に
、

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
の
に

知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
せ
き
を
ゆ

ず
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
知
ら
な
い

人
で
も
た
い
へ
ん
だ
ね
。
が
ん
ば

っ
て
ね
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

学
校
で
は
な
か
よ
し
の
友
だ
ち

が
真
っ
先
に
手
つ
だ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
た
い
へ
ん
な
時
、

た
と
え
ば
プ
リ
ン
ト
を
返
し
て
も

ら
う
時
、
き
ゅ
う
食
を
運
ぶ
時
な

ど
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ
て

き
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
は
ほ
か
の
お
友
だ
ち
も
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
手
を
の
ば
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
悪
い

な
あ
と
思
う
け
ど
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
今
、
友
だ
ち
の
間
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
は
や
っ
て
い
る

け
ど
わ
た
し
が
外
で
遊
べ
な
い
の

で
お
家
で
遊
ん
で
も
い
い
よ
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
が
う
れ

し
い
と
思
う
気
も
ち
は
ほ
か
に
も

だ
れ
か
が
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
体
の
ふ
じ
ゆ
う
な

人
、
お
年
よ
り
の
人
の
に
も
つ
を

足
の
病
気
か
ら
感
じ
た
こ
と

わ
た
し
は
生
ま
れ
つ
き
足
の
ほ

ね
が
お
れ
や
す
く
て
2
さ
い
の
こ

ろ
か
ら
そ
う
具
を
つ
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
走
っ
た
り
ジ
ャ
ン

プ
し
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
び

が
入
っ
た
り
お
れ
た
り
す
る
た
び

に
松
葉
づ
え
を
つ
か
わ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
松
葉
づ
え
を
使
う

と
歩
く
の
に
つ
か
れ
る
し
、
に
物

を
も
て
な
く
な
り
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。）

も
っ
て
あ
げ
る
と
う
れ
し
い
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し
が
だ
れ
か
を
助
け
る
立

場
に
な
っ
た
ら
体
の
ふ
自
由
な

人
、
お
年
よ
り
に
電
車
の
せ
き
を

ゆ
ず
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
あ
と
、

目
の
ふ
自
由
な
人
が
い
た
ら
声
を

か
け
た
い
で
す
。

ふ
く
し
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で

は
な
く
て
思
い
や
り
の
気
も
ち
さ

え
あ
れ
ば
か
ん
た
ん
に
で
き
る
こ

と
で
す
。
わ
た
し
は
み
ん
な
に
さ

さ
え
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
て

わ
た
し
も
、
体
の
ふ
自
由
な
人
、

お
年
よ
り
を
助
け
合
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。だ

れ
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
ら

か
ん
し
ゃ
の
気
も
ち
を
わ
す
れ
ず

に
、「あ

り
が
と
う
」
と
言
い
た
い

で
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

内
の
小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

を
対
象
に
福
祉
作
品
を
募
集
し
ま

し
た
。
選
考
の
結
果
、
10
作
文
が

最
優
秀
作
文
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
4
つ
の
作
文
を
今
月

号
か
ら
4
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま

す
。

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
不
適
切
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
新

築
住
宅
に
住
宅
用
防
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
次
に
紹
介
す

る
不
適
切
な
訪
問
販
売
等
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

１
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し

た
。」

・
消
防
職
員
が
訪
問
販
売
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
消
防
職
員
等
が
尋
ね
て
き
た

ら
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

み
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
点
検

に
来
ま
し
た
。」

・
高
額
な
点
検
料
を
請
求
さ
れ
る

手
口
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
悪
質

な
業
者
の
手
口
は
、
本
社
か
ら

の
依
頼
に
よ
っ
て
訪
問
し
て
い

る
と
装
っ
た
り
、
訪
問
前
に
あ

た
か
も
出
入
り
点
検
業
者
の
よ

う
に
電
話
し
て
く
る
な
ど
巧
妙

で
す
。

・
承
諾
を
得
ず
点
検
を
し
は
じ
め

る
な
ど「
怪
し
い
」と
感
じ
た
ら

そ
の
場
で
断
る
。

・
点
検
は
、
個
人
で
容
易
に
で
き
、

点
検
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば

で
き
な
い
作
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

３
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
点
検

後
、
契
約
書
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
署
名
を
求
め
て
く
る
。」

・
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
即
決
・
契

約
し
な
い
こ
と
。

・
事
前
に
見
積
り
を
取
り
、
工
事

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
お
く
。

４
「
設
置
し
な
い
と
罰
金
」と
脅

し
、「
今
だ
け
の
特
別
価
格
」を

強
調
し
て
買
わ
せ
る
。

・
罰
金
と
い
う
言
葉
に
お
び
え
て

動
揺
し
な
い
こ
と
。

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
に

合
格
し
た
こ
と
を
示
す
「
N
S
マ

ー
ク
」
の
付
い
た
商
品
を
推
奨
し

ま
す
。
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
1
個
約
４
千
円

か
ら
９
千
円
が
中
心
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1

1
）
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小
学
生
社
会
科
見
学

毎
年
、
市
内
の
小
学
4
年
生
に

よ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
消
防

署
へ
の
社
会
科
見
学
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
見
学
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
身
近
に

考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
小
学
生
た
ち
は
、
ご
み
処
理

の
様
子
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
や
施

設
内
を
見
学
し
ま
す
。
最
近
は
、

事
前
に
良
く
勉
強
を
し
て
き
て
い

る
の
で
、
難
し
い
質
問
に
職
員
が

困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
施
設
見

学
に
よ
り
、
ご
み
問
題
や
環
境
問

題
に
対
す
る
意
識
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

春
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
報
告

う
え
の
は
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
会
で
は
、

5
月
14
日（
日
）に
市

役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
第
31
回

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
が
不

安
な
中
で
多
数
の
み

な
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
出
店
者
の

ご
協
力
に
よ
り
売
り

上
げ
の
一
部
が
社
会

福
祉
協
議
会
や
ユ
ニ

セ
フ
な
ど
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

6
月
3
日（
土
）に

は
市
役
所
前
庭
に
お

い
て
、
第
25
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ

サ
イ
ク
ル（
古
着
回
収
）を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
秋
冬
物
衣

類
の
回
収
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に

な
く
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
で
225

人
の
参
加
が
あ
り
、
約
3
ト
ン

の
古
着
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
古
着
は
、
東
南

ア
ジ
ア
方
面
に
送
ら
れ
た
り
、

ぞ
う
き
ん
や
再
生
毛
糸
な
ど
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

な
お
、
古
着
は
常
時
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
も
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

工
場
・
商
店
・
個
人
事
業
者

な
ど
の
、
事
業
活
動
に
よ
り
生

じ
る
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄

物
）
は
、
事
業
者
自
ら
が
適
正

に
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
所
有
の
施
設
で
処
分

す
る
場
合
は
、
有
料
処
分
に
な

り
ま
す
。（
10
裴
あ
た
り
60
円
・

粗
大
ご
み
は
別
途
）

事
業
系
ご
み
は
、
絶
対
に
地

域
の
集
積
所
に
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

8 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※8月31日（木）は生活習慣病予防健診の結果説明会
のため中止します。

★乳幼児健診（8/1～9/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

《秋山会場》

※健診ごとに受付時間が異なりますので、対象児
へは個別通知にてお知らせします。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある成人女性
◎検 診 料 1,000円
◎内　　容 子宮頚部がん検診
◎指定医療機関 武者医院（大月市）、磯部医院（都

留市）
◎申込み期限　平成19年1月31日（水）まで
◎申 込 み　保健センター（蕁62－4134）へお申し

込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎検 診 料 自己負担金　8,000円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は9,700円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある30歳以上の女性
◎検 診 料 700円
◎内　　容 視触診・乳房撮影（30歳代の方は超音

波検査、40歳以上の方はマンモグラ
フィ検査）

◎指定医療機関 市立病院
◎申 込 み 市立病院へ直接お申し込みください。

★すこやか健康相談（8/1～9/10までの予定）

◎対 象 者 市内に住民票のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）
筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

該当児
平成18年
3月下旬・
4月生
平成17年
10月・11
月上旬生
平成17年
1月下旬・
2月生

実施日

8月11日
（金）

8月22日
（火）

9月6日
（水）

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
8月 9日（水）
9月 6日（水）

8月 4日（金）
9月 8日（金）

8月11日（金）

時　　　間

午前 9：30～ 11：00

午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00

場　　　所

秋 山 支 所

保健センター

西 原 支 所

6月29日　上野原小学校の見学風景

《
金
婚
式
･ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
》

市
で
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
敬

老
会
の
席
上
で
、
金
婚
式
･
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒

状
・
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
平
成
18
年
度
対
象
者

◎
金
婚
式

昭
和
31
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
21
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
し
ま
す
。

【
金
婚
式
】
昭
和
32
年
中
に
第

1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
】
昭
和

22
年
中
に
第
1
子
が
誕
生
し
て

い
る
場
合

※
各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
対
象

者
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
市
・
県
民
敬
老
祝
金
》

市
・
県
で
は
、
市
在
住
の
高
齢

者
の
長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
敬
老
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
数
の
増
加
等
に
よ

り
、
今
年
か
ら
市
で
は
、
次
の
と

お
り
変
更
に
な
り
、
県
と
同
様
に

な
り
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
基
準
日（
9
月

15
日
）に
お
い
て
満
77
歳
、
満

88
歳
、
お
よ
び
満
100
歳
以
上
の

方
で
、
基
準
日
前
1
年
以
上
市

に
居
住
し
て
い
る
方

●
祝
金
額

満
77
歳
3
千
円

満
88
歳
5
千
円

満
100
歳
以
上
5
万
円

●
支
給
方
法
　
市
・
県
民
敬
老
祝

金
と
も
に
、
各
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
の
協
力
を
い
た
だ
く

中
で
、
9
月
中
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

《
敬
老
会
の
対
象
年
齢
》

市
で
は
、
例
年
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
各

地
区
で
敬
老
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。対

象
者
数
の
増
加
等
に
よ
り
、

今
年
か
ら
す
べ
て
の
地
区
に
お
い

て
、
対
象
年
齢
が
75
歳
以
上
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
早朝尿（3歳児のみ）

乳幼児
健診

該当児

通知
します

実施日

8月25日
（金）



11 広報うえのはら　平成18年8月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1） 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広報うえのはら　No.18  10

小
学
生
社
会
科
見
学

毎
年
、
市
内
の
小
学
4
年
生
に

よ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
消
防

署
へ
の
社
会
科
見
学
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
見
学
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
身
近
に

考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
小
学
生
た
ち
は
、
ご
み
処
理

の
様
子
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
や
施

設
内
を
見
学
し
ま
す
。
最
近
は
、

事
前
に
良
く
勉
強
を
し
て
き
て
い

る
の
で
、
難
し
い
質
問
に
職
員
が

困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
施
設
見

学
に
よ
り
、
ご
み
問
題
や
環
境
問

題
に
対
す
る
意
識
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

春
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
報
告

う
え
の
は
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
会
で
は
、

5
月
14
日（
日
）に
市

役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
第
31
回

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
が
不

安
な
中
で
多
数
の
み

な
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
出
店
者
の

ご
協
力
に
よ
り
売
り

上
げ
の
一
部
が
社
会

福
祉
協
議
会
や
ユ
ニ

セ
フ
な
ど
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

6
月
3
日（
土
）に

は
市
役
所
前
庭
に
お

い
て
、
第
25
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ

サ
イ
ク
ル（
古
着
回
収
）を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
秋
冬
物
衣

類
の
回
収
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に

な
く
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
で
225

人
の
参
加
が
あ
り
、
約
3
ト
ン

の
古
着
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
古
着
は
、
東
南

ア
ジ
ア
方
面
に
送
ら
れ
た
り
、

ぞ
う
き
ん
や
再
生
毛
糸
な
ど
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

な
お
、
古
着
は
常
時
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
も
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

工
場
・
商
店
・
個
人
事
業
者

な
ど
の
、
事
業
活
動
に
よ
り
生

じ
る
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄

物
）
は
、
事
業
者
自
ら
が
適
正

に
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
所
有
の
施
設
で
処
分

す
る
場
合
は
、
有
料
処
分
に
な

り
ま
す
。（
10
裴
あ
た
り
60
円
・

粗
大
ご
み
は
別
途
）

事
業
系
ご
み
は
、
絶
対
に
地

域
の
集
積
所
に
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

8 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※8月31日（木）は生活習慣病予防健診の結果説明会
のため中止します。

★乳幼児健診（8/1～9/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。
《秋山会場》

※健診ごとに受付時間が異なりますので、対象児
へは個別通知にてお知らせします。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある成人女性
◎検 診 料 1,000円
◎内　　容 子宮頚部がん検診
◎指定医療機関 武者医院（大月市）、磯部医院（都

留市）
◎申込み期限　平成19年1月31日（水）まで
◎申 込 み　保健センター（蕁62－4134）へお申し

込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎検 診 料 自己負担金　8,000円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は9,700円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある30歳以上の女性
◎検 診 料 700円
◎内　　容 視触診・乳房撮影（30歳代の方は超音

波検査、40歳以上の方はマンモグラ
フィ検査）

◎指定医療機関 市立病院
◎申 込 み 市立病院へ直接お申し込みください。

★すこやか健康相談（8/1～9/10までの予定）

◎対 象 者 市内に住民票のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）
筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

該当児
平成18年
3月下旬・
4月生
平成17年
10月・11
月上旬生
平成17年
1月下旬・
2月生

実施日

8月11日
（金）

8月22日
（火）

9月6日
（水）

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
8月 9日（水）
9月 6日（水）

8月 4日（金）
9月 8日（金）

8月11日（金）

時　　　間

午前 9：30～ 11：00

午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00

場　　　所

秋 山 支 所

保健センター

西 原 支 所

6月29日　上野原小学校の見学風景

《
金
婚
式
･ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
》

市
で
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
敬

老
会
の
席
上
で
、
金
婚
式
･
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒

状
・
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
平
成
18
年
度
対
象
者

◎
金
婚
式

昭
和
31
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
21
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
し
ま
す
。

【
金
婚
式
】
昭
和
32
年
中
に
第

1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
】
昭
和

22
年
中
に
第
1
子
が
誕
生
し
て

い
る
場
合

※
各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
対
象

者
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
市
・
県
民
敬
老
祝
金
》

市
・
県
で
は
、
市
在
住
の
高
齢

者
の
長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
敬
老
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
数
の
増
加
等
に
よ

り
、
今
年
か
ら
市
で
は
、
次
の
と

お
り
変
更
に
な
り
、
県
と
同
様
に

な
り
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
基
準
日（
9
月

15
日
）に
お
い
て
満
77
歳
、
満

88
歳
、
お
よ
び
満
100
歳
以
上
の

方
で
、
基
準
日
前
1
年
以
上
市

に
居
住
し
て
い
る
方

●
祝
金
額

満
77
歳
3
千
円

満
88
歳
5
千
円

満
100
歳
以
上
5
万
円

●
支
給
方
法
　
市
・
県
民
敬
老
祝

金
と
も
に
、
各
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
の
協
力
を
い
た
だ
く

中
で
、
9
月
中
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

《
敬
老
会
の
対
象
年
齢
》

市
で
は
、
例
年
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
各

地
区
で
敬
老
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。対

象
者
数
の
増
加
等
に
よ
り
、

今
年
か
ら
す
べ
て
の
地
区
に
お
い

て
、
対
象
年
齢
が
75
歳
以
上
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
早朝尿（3歳児のみ）

乳幼児
健診

該当児

通知
します

実施日

8月25日
（金）



分
単
位
）

※
事
情
を
整
理
し
、
説
明
に
必
要

な
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

有
料
駐
車
場
ま
た
は
他
の
交
通

手
段
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
弁
護
士

会（
蕁
0
5
5
―

2
3
5
―

7
2

0
2
）

8
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

●
募
集
受
付

8
月
15
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
電
話
受
付

●
参
加
料

1
0
0
0
円（
昼
食

代
と
し
て
、
運
行
当
日
徴
収
し

ま
す
。）

●
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、

参
加
決
定
者
あ
て
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
計
画
推
進
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）

市
民
法
律
講
座
・

法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
生
活
保
護
・
消
費
生
活
問

題
に
関
す
る
「
市
民
法
律
講
座
・

法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

8
月
5
日（
土
）

●
場
所

山
梨
県
弁
護
士
会
館

（
甲
府
警
察
署
裏
側
に
あ
り
ま

す
。）

□
市
民
法
律
講
座

「
消
費
者
金

融
に
お
け
る
高
金
利
に
つ
い

て
」

●
講
演

午
後
1
時
30
分
〜
2
時

45
分（
予
約
不
要
・
入
場
料
無

料
）

□
無
料
法
律
相
談
会

●
受
付

午
後
3
時
〜
4
時（
予

約
不
要
）

●
相
談

午
後
3
時
〜
5
時（
30

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

一
ア
ー
ル
あ
た
り

3
千
円（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
、
各
支
所
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

8
月
31
日（
木
）ま

で
に
経
済
課
へ
必
着

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

東
部
圏
域
ふ
れ
あ
い
探
検

バ
ス
参
加
者
募
集

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
で
は
、

圏
域
市
町
村
の
み
な
さ
ん
に
、
他

の
市
町
村
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
町
村
の
主
な
施

設
を
見
学
す
る「
圏
域
ふ
れ
あ
い

探
検
バ
ス
」を
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
日
時
お
よ
び
行
程

9
月
20
日（
水
）
午
前
8
時
30

分
　
上
野
原
市
役
所
出
発→

ご

み
処
理
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
見
学（
大
月
都
留
広
域
事

務
組
合
）→

道
志
水
源
の
森
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森→

道
志

の
湯→

道
の
駅
ど
う
し→

上
野

原
市
役
所
　
午
後
5
時
到
着
予

定
●
募
集
定
員

19
名（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

●
対
象
者
　
上
野
原
市
在
住
者

留
合
同
庁
舎
内
に
移
転
し
、
電
話

番
号
も
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
利
用

の
際
に
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
丸
の
内
1
―

8
―

5

県

民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階（
県
民
相

談
セ
ン
タ
ー
の
現
所
在
地
）

電
話：

消
費
生
活
相
談（
蕁
0

5
5
―

2
3
5
―

8
4
5
5
）
消

費
生
活
相
談
以
外
の
相
談（
蕁

0
5
5
―

2
3
5
―

1
3
6
6
）

●
地
方
相
談
室

所
在
地：

都
留
市
田
原
3
―

3
―

3
南
都
留
合
同
庁
舎
内
（
蕁
45

―

5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

盆
踊
を
開
催
し
ま
す

（
財
）三
生
会
病
院
で
は
、
山
梨

県
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た

め
の
、
盆
踊
り
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
8
月
9
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
30
分
（
雨
天
の
場
合

は
、
翌
日
に
順
延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

盆
踊
り
、
模
擬
店（
無

料
）、
花
火
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院（
蕁
62
―

3
3
5
5
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

移
動
県
民
室
を
開
催
し
ま
す

平
成
18
年
度
移
動
県
民
相
談
事

業
と
し
て
、
次
の
と
お
り「
移
動

県
民
室
」を
開
催
し
ま
す
。

●
場
所

北
都
留
合
同
庁
舎（
大

月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―

3
）

●
日
時
　
8
月
22
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
内
容

県
行
政
に
関
す
る
相

談
・
生
活
上
の
法
律
問
題
・
不

動
産
問
題
・
交
通
事
故
の
あ
と

処
理
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
県
富
士
・
東
部

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー（
蕁
22
―

7

8
0
0
）

《
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
統
合
》

県
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
と
効
率
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
た
め
、
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
、

平
成
18
年
4
月
か
ら
「
山
梨
県
県

民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
し

た
。場

所
も
、
甲
府
市
丸
の
内
の
県

民
情
報
プ
ラ
ザ
2
階
に
移
転
し
、

ま
た
、
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
内
の

地
方
相
談
室
も
、
都
留
市
の
南
都

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
時
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き

る
よ
う
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。最

近
に
な
っ
て
一
般
の
人
々
が

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
て
救
命
手
当
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。救

急
の
日
お
よ
び
救
急
週
間
に

あ
わ
せ
、
一
般
の
人
々
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。

●
日
時

9
月
9
日（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時（
3
時
間
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
講
習

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」

（
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知

識
と
実
技
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で

「
現
況
届
」は
受
給
資
格
者
の
前

年
の
所
得
の
状
況
、
生
活
状
況
等

を
確
認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
８

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
現
況
届
」の
用
紙
は
、
受
給
資

格
者（
全
部
支
給
停
止
者
を
含

む
）
全
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

《
ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
》

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
や
、
父
親
が
障
害
に
よ

り
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
母

親
ま
た
は
養
育
者
に
手
当
を
支
給

し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
所
得
制
限

こ
の
手
当
に
は
受

給
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
よ
る
受
給
制
限
が
あ
り
、

前
年
の
所
得
に
よ
り
、
一
部
支

給
停
止
、
全
額
支
給
停
止
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
方
法

こ
の
手
当
を
受
給

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
児

童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
」に

必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1） 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　62ー3115） 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール3階
会議室8

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

3日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

8月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
22日

21日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A

　 　

もみじホール1階
会議室1

秋山公民館 プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
9
日（
水
）・
23
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

す
。）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員

30
名

●
費
用

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
消

防
本
部
消
防
課
警
防
救
急
担
当

（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
踊
り
あ
り
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り
の
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
多
数
の
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

8
月
23
日（
水
）午
後
5

時
開
場
、
5
時
30
分
開
演

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
高
校

「
篠
原
」（
蕁
62
―

4
5
1
0
）

児
童
扶
養
手
当
の

「
現
況
届
」は
8
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

（
全
部
支
給
停
止
者
を
含
む
）
は
、

8
月
31
日（
木
）ま
で
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
農
地
貸
付
法
に
基
づ
く

農
園
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
市
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
対

策
と
し
て
、
農
園
を
開
設
し
、
そ

の
農
地
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
。こ

の
農
園
は
、
特
定
農
地
貸
付

法
に
基
づ
き
開
設
さ
れ
、
土
地
所

有
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●
場
所

上
野
原
市
上
野
原
字
エ

ビ
沢
3
9
9
│

1
他
4
筆（
塚
場

区
）

●
募
集
人
数
・
区
画
　
10
人
〜
12

人
（
1
区
画
約
100
㎡
を
予
定
）

●
募
集
期
間

8
月
1
日（
火
）〜

18
日（
金
）

●
利
用
料
金
　
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

ソ
バ
の
作
付
け
に

奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
ソ
バ
の
作
付
け
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
し
た
方

に
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。



分
単
位
）

※
事
情
を
整
理
し
、
説
明
に
必
要

な
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

有
料
駐
車
場
ま
た
は
他
の
交
通

手
段
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
弁
護
士

会（
蕁
0
5
5
―

2
3
5
―

7
2

0
2
）

8
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

●
募
集
受
付

8
月
15
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
電
話
受
付

●
参
加
料

1
0
0
0
円（
昼
食

代
と
し
て
、
運
行
当
日
徴
収
し

ま
す
。）

●
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、

参
加
決
定
者
あ
て
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
計
画
推
進
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）

市
民
法
律
講
座
・

法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
生
活
保
護
・
消
費
生
活
問

題
に
関
す
る
「
市
民
法
律
講
座
・

法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

8
月
5
日（
土
）

●
場
所

山
梨
県
弁
護
士
会
館

（
甲
府
警
察
署
裏
側
に
あ
り
ま

す
。）

□
市
民
法
律
講
座

「
消
費
者
金

融
に
お
け
る
高
金
利
に
つ
い

て
」

●
講
演

午
後
1
時
30
分
〜
2
時

45
分（
予
約
不
要
・
入
場
料
無

料
）

□
無
料
法
律
相
談
会

●
受
付

午
後
3
時
〜
4
時（
予

約
不
要
）

●
相
談

午
後
3
時
〜
5
時（
30

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

一
ア
ー
ル
あ
た
り

3
千
円（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
、
各
支
所
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

8
月
31
日（
木
）ま

で
に
経
済
課
へ
必
着

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

東
部
圏
域
ふ
れ
あ
い
探
検

バ
ス
参
加
者
募
集

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
で
は
、

圏
域
市
町
村
の
み
な
さ
ん
に
、
他

の
市
町
村
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
町
村
の
主
な
施

設
を
見
学
す
る「
圏
域
ふ
れ
あ
い

探
検
バ
ス
」を
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
日
時
お
よ
び
行
程

9
月
20
日（
水
）
午
前
8
時
30

分
　
上
野
原
市
役
所
出
発→

ご

み
処
理
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
見
学（
大
月
都
留
広
域
事

務
組
合
）→

道
志
水
源
の
森
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森→

道
志

の
湯→

道
の
駅
ど
う
し→

上
野

原
市
役
所
　
午
後
5
時
到
着
予

定
●
募
集
定
員

19
名（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

●
対
象
者
　
上
野
原
市
在
住
者

留
合
同
庁
舎
内
に
移
転
し
、
電
話

番
号
も
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
利
用

の
際
に
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
丸
の
内
1
―

8
―

5

県

民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階（
県
民
相

談
セ
ン
タ
ー
の
現
所
在
地
）

電
話：

消
費
生
活
相
談（
蕁
0

5
5
―

2
3
5
―

8
4
5
5
）
消

費
生
活
相
談
以
外
の
相
談（
蕁

0
5
5
―

2
3
5
―

1
3
6
6
）

●
地
方
相
談
室

所
在
地：

都
留
市
田
原
3
―

3
―

3
南
都
留
合
同
庁
舎
内
（
蕁
45

―

5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

盆
踊
を
開
催
し
ま
す

（
財
）三
生
会
病
院
で
は
、
山
梨

県
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た

め
の
、
盆
踊
り
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
8
月
9
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
30
分
（
雨
天
の
場
合

は
、
翌
日
に
順
延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

盆
踊
り
、
模
擬
店（
無

料
）、
花
火
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院（
蕁
62
―

3
3
5
5
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

移
動
県
民
室
を
開
催
し
ま
す

平
成
18
年
度
移
動
県
民
相
談
事

業
と
し
て
、
次
の
と
お
り「
移
動

県
民
室
」を
開
催
し
ま
す
。

●
場
所

北
都
留
合
同
庁
舎（
大

月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―

3
）

●
日
時
　
8
月
22
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
内
容

県
行
政
に
関
す
る
相

談
・
生
活
上
の
法
律
問
題
・
不

動
産
問
題
・
交
通
事
故
の
あ
と

処
理
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
県
富
士
・
東
部

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー（
蕁
22
―

7

8
0
0
）

《
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
統
合
》

県
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
と
効
率
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
た
め
、
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
、

平
成
18
年
4
月
か
ら
「
山
梨
県
県

民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
し

た
。場

所
も
、
甲
府
市
丸
の
内
の
県

民
情
報
プ
ラ
ザ
2
階
に
移
転
し
、

ま
た
、
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
内
の

地
方
相
談
室
も
、
都
留
市
の
南
都

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
時
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き

る
よ
う
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。最

近
に
な
っ
て
一
般
の
人
々
が

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
て
救
命
手
当
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。救

急
の
日
お
よ
び
救
急
週
間
に

あ
わ
せ
、
一
般
の
人
々
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。

●
日
時

9
月
9
日（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時（
3
時
間
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
講
習

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」

（
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知

識
と
実
技
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で

「
現
況
届
」は
受
給
資
格
者
の
前

年
の
所
得
の
状
況
、
生
活
状
況
等

を
確
認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
８

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
現
況
届
」の
用
紙
は
、
受
給
資

格
者（
全
部
支
給
停
止
者
を
含

む
）
全
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

《
ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
》

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
や
、
父
親
が
障
害
に
よ

り
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
の

い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
母

親
ま
た
は
養
育
者
に
手
当
を
支
給

し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
所
得
制
限

こ
の
手
当
に
は
受

給
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
よ
る
受
給
制
限
が
あ
り
、

前
年
の
所
得
に
よ
り
、
一
部
支

給
停
止
、
全
額
支
給
停
止
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
方
法

こ
の
手
当
を
受
給

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
児

童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
」に

必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

広報うえのはら　No.18  1213 広報うえのはら　平成18年8月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1） 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　62ー3115） 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール3階
会議室8

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

3日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

8月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
22日

21日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A

　 　

もみじホール1階
会議室1

秋山公民館 プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
9
日（
水
）・
23
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

す
。）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員

30
名

●
費
用

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
消

防
本
部
消
防
課
警
防
救
急
担
当

（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
踊
り
あ
り
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り
の
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
多
数
の
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

8
月
23
日（
水
）午
後
5

時
開
場
、
5
時
30
分
開
演

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
高
校

「
篠
原
」（
蕁
62
―

4
5
1
0
）

児
童
扶
養
手
当
の

「
現
況
届
」は
8
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

（
全
部
支
給
停
止
者
を
含
む
）
は
、

8
月
31
日（
木
）ま
で
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
農
地
貸
付
法
に
基
づ
く

農
園
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
市
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
対

策
と
し
て
、
農
園
を
開
設
し
、
そ

の
農
地
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
。こ

の
農
園
は
、
特
定
農
地
貸
付

法
に
基
づ
き
開
設
さ
れ
、
土
地
所

有
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●
場
所

上
野
原
市
上
野
原
字
エ

ビ
沢
3
9
9
│

1
他
4
筆（
塚
場

区
）

●
募
集
人
数
・
区
画
　
10
人
〜
12

人
（
1
区
画
約
100
㎡
を
予
定
）

●
募
集
期
間

8
月
1
日（
火
）〜

18
日（
金
）

●
利
用
料
金
　
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

ソ
バ
の
作
付
け
に

奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
ソ
バ
の
作
付
け
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
し
た
方

に
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。



ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
山

梨
県
予
選
会
》

※
こ
の
大
会
の
優
勝
者
は
関
東
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

優
勝

《
組
手
の
部
》

・
西
田
龍
哉
さ
ん

（
小
学
4
年
男
子
の
部
）

・
守
屋
ひ
か
り
さ
ん

（
小
学
5
年
女
子
の
部
）

・
杉
本
一
樹
さ
ん

（
小
学
5
年
男
子
の
部
）

・
須
森
祥
希
さ
ん

（
小
学
6
年
男
子
の
部
）

《
形
の
部
》

・
西
島
飛
翔
さ
ん

（
小
学
6
年
男
子
の
部
）

会
社
法
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

山
梨
県
司
法
書
士
会
都
留
支
部

で
は
、
次
の
と
お
り
会
社
法
の
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

8
月
25
日（
金
）午
後

4
時
〜
6
時

●
場
所

大
月
市
商
工
会
館（
ダ

イ
エ
ー
大
月
店
隣
　
猿
橋
側
）

●
内
容
　
会
社
法
が
変
わ
り
ま
し

た
？
？
？
思
う
こ
と
を
ご
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
司
法
書

士
会
都
留
支
部（
蕁
43
―

0
3
2

2
）

話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
│

6
9

1
1
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す

5
月
28
日
、
小
瀬
武
道
館
で
行

わ
れ
た
第
34
回
山
梨
県
少
年
少
女

空
手
道
大
会
と
6
月
18
日
、
市
川

三
郷
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第

25
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
流
大
会
山
梨
県
予

選
会
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所

属
の
選
手
た
ち
が
優
勝
を
飾
る
活

躍
を
し
ま
し
た
。

《
第
34
回
山
梨
県

少
年
少
女
空
手
道
大
会
》

優
勝

《
組
手
の
部
》

・
守
屋
み
な
み
さ
ん

（
小
学
1
年
女
子
の
部
）

・
岡
部
美
玖
さ
ん

（
小
学
3
年
女
子
の
部
）

・
西
田
龍
哉
さ
ん

（
小
学
4
年
男
子
の
部
）

《
形
の
部
》

・
富
田
飛
鳥
さ
ん

（
小
学
1
年
女
子
の
部
）

《
第
25
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー

山
出
張
所
）久
島
末
夫

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
棡
原
出
張
所
）市
川

浩
▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）奈
良
清
作

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
日

程
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

文
書
作
成（W

ord

）や
表
計
算

（E
xcel

）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン（Pow
erPoint

）な
ど
の
演
習
を

行
い
ま
す
。

●
日
程

8
月
28
日
、
29
日
、
30

日
、
31
日
の
全
4
回
　
午
後
5

時
〜
7
時

●
受
講
料

無
料

●
対
象
者

キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ

ス
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る

中
学
生
以
上
の
方

●
定
員

10
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
み
方
法

8
月
1
日（
火
）

〜
23
日（
水
）電
話
受
付

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で

す
。
な
お
、
14
日（
月
）〜
16
日

（
水
）は
夏
期
休
業
の
た
め
、
電

市
職
員
の
人
事
異
動

7
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）

〈
退
職
〉

〔
6
月
30
日
付
け
〕

▼
高
須
賀
聖
子（
福
祉
課
主
任
）

▼
三
村
こ
ず
恵（
福
祉
課
主
任
）

▼
森
山
嘉
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
渡
辺
幸
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

〔
4
月
30
日
付
け
〕

▼
佐
野
純
一（
市
立
病
院
看
護
師
）

〈
新
規
任
用
〉

▼
市
立
病
院
保
健
師
　
驂
田
小
夜

お
い
て
花
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
市
観
光
協
会

が
河
川
敷
で
育
て
た
花
を
市
内
全

域
に
配
布
し
、
地
域
を
花
で
飾
り

き
れ
い
に
し
よ
う
と
行
っ
て
い
ま

す
。

び
り
ゅ
う
館
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
す

び
り
ゅ
う
館
で
は
オ
ー
プ
ン
5

周
年
を
記
念
し
、
夏
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

今
年
は
、
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
、「
第
21
回

下
水
道
ま
つ
り
」を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下

水
道
の
こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
2
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ

ー富
士
吉
田
市
下
吉
田
4
1
6
6

（
駐
車
場
あ
り
）

●
問
い
合
わ
せ

富
士
北
麓
浄
化

セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
5
―

22
―

2
2
5
9
）

川
で
育
て
る
花
の

ま
ち
づ
く
り

6
月
22
日
、
鶴
川
の
河
川
敷
に

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
夏

の
1
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
6
日（
日
）

◎
食
堂
の
部
　
午
前
11
時
〜

（
メ
ニ
ュ
ー
「
手
打
ち
そ
ば
各

種
・
き
び
ご
は
ん
・
鶴
御
膳
・

山
御
膳
」
他
の
料
金
は
割
引
サ

ー
ビ
ス
し
ま
す
。）

◎
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
午
前
11
時
〜

午
後
7
時
ま
で

●
場
所

羽
置
の
里「
び
り
ゅ
う

館
」
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1） 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課計画推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

8月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、8月29日（火）午前9時から11時です。

子
▼
市
立
病
院
看
護
師
　
相
川
真
美

〈
転
職
〉

▼
建
設
課
技
師（
建
設
課
技
術
員
）

花
本
弘
行

〈
配
置
換
〉

▼
市
民
課
副
主
幹（
社
会
教
育
課
）

佐
藤
静
子

▼
生
活
環
境
課
副
主
幹
技
師（
建

設
課
）守
屋
正
夫

▼
福
祉
課
副
主
幹（
経
済
課
）卯
月

は
る
み

▼
経
済
課
副
主
幹（
市
立
病
院
）

久
島
茂
夫

▼
市
立
病
院
主
幹
（
生
活
環
境
課
）

横
瀬
一
利

〔
5
月
1
日
付
け
〕

▼
消
防
署
消
防
司
令（
消
防
署
秋

棡
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
和
田

博
夫
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
上

野
原
交
通
安
全
協
会
棡
原
支
部
会

員
や
支
部
長
、
上
野
原
交
通
安
全

協
会
会
長
・
山
梨
県
交
通
安
全
協

会
理
事
と
し
て
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
緑
十
字
金
章
交
通
安

全
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

緑
十
字
金
章
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
　
和
田
博
夫
さ
ん

●
イ
ベ
ン
ト

・
午
後
12
時
15
分
〜
午
後
3
時
30

分
　
三
頭
太
鼓
・
舞
踊
・
福
前

健
康
体
操
・
歌
謡
シ
ョ
ー（
歌

手
、
堀
川
み
や
び
）
他

・
午
後
3
時
30
分
〜
　
カ
ラ
オ
ケ

◎
出
店
　
里
の
味
コ
ロ
ッ
ケ
・
酒

ま
ん
じ
ゅ
う
・
焼
き
鳥
・
焼
き

そ
ば
・
い
か
・
農
産
物
・
飲
み

物
・
花
の
販
売
他

●
問
い
合
わ
せ
　
び
り
ゅ
う
館

（
蕁
68
―

2
1
0
0
）

AED（自動体外式除細動器）
講習会を実施しました

AEDを用いた除細動（電気ショック）の
重要性は、除細動を行うことが1分遅れる
ごとに7～10％生存退院率が下がると言わ
れていることからも分かります。救急車
が到着するまでに全国平均では、約6分を
要し、その間何もしないでいると生存へ
のチャンスを半分以上失ってしまうこと
になります。
このことから、傷病者が倒れた現場に

居合わせた人が、その現場で早期に除細
動を行うことや、人工呼吸や心臓マッサ
ージなどの心肺蘇生を行うことが重要に
なってきます。
AEDは、市役所1階市民課カウンターに

配備されています。市役所においても多
くの職員がAEDを正確に使用できるよう
にと、7月6日・10日の2回、職員を対象
にAED（自動体外式除細動器）講習会を実
施しました。▲鶴川河川敷

上
野
原
市
立
病
院
で
は

看
護
師
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り

看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集

看
護
師
　
6
名

●
資
格
要
件

資
格
取
得
者
ま
た

は
資
格
取
得
見
込
み
者
で
40
歳

以
下
の
者

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
庶
務

担
当（
蕁
62
│

5
1
2
1
）

下
水
道
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

山
梨
県
、（
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社
お
よ
び
富
士
北
麓
流
域
下
水

道
推
進
協
議
会
で
は
、
9
月
の

「
下
水
道
の
日
」の
行
事
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
、
下
水
道
ま
つ
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。



ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
山

梨
県
予
選
会
》

※
こ
の
大
会
の
優
勝
者
は
関
東
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

優
勝

《
組
手
の
部
》

・
西
田
龍
哉
さ
ん

（
小
学
4
年
男
子
の
部
）

・
守
屋
ひ
か
り
さ
ん

（
小
学
5
年
女
子
の
部
）

・
杉
本
一
樹
さ
ん

（
小
学
5
年
男
子
の
部
）

・
須
森
祥
希
さ
ん

（
小
学
6
年
男
子
の
部
）

《
形
の
部
》

・
西
島
飛
翔
さ
ん

（
小
学
6
年
男
子
の
部
）

会
社
法
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

山
梨
県
司
法
書
士
会
都
留
支
部

で
は
、
次
の
と
お
り
会
社
法
の
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

8
月
25
日（
金
）午
後

4
時
〜
6
時

●
場
所

大
月
市
商
工
会
館（
ダ

イ
エ
ー
大
月
店
隣
　
猿
橋
側
）

●
内
容
　
会
社
法
が
変
わ
り
ま
し

た
？
？
？
思
う
こ
と
を
ご
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
司
法
書

士
会
都
留
支
部（
蕁
43
―

0
3
2

2
）

話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
│

6
9

1
1
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す

5
月
28
日
、
小
瀬
武
道
館
で
行

わ
れ
た
第
34
回
山
梨
県
少
年
少
女

空
手
道
大
会
と
6
月
18
日
、
市
川

三
郷
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第

25
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
流
大
会
山
梨
県
予

選
会
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所

属
の
選
手
た
ち
が
優
勝
を
飾
る
活

躍
を
し
ま
し
た
。

《
第
34
回
山
梨
県

少
年
少
女
空
手
道
大
会
》

優
勝

《
組
手
の
部
》

・
守
屋
み
な
み
さ
ん

（
小
学
1
年
女
子
の
部
）

・
岡
部
美
玖
さ
ん

（
小
学
3
年
女
子
の
部
）

・
西
田
龍
哉
さ
ん

（
小
学
4
年
男
子
の
部
）

《
形
の
部
》

・
富
田
飛
鳥
さ
ん

（
小
学
1
年
女
子
の
部
）

《
第
25
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー

山
出
張
所
）久
島
末
夫

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
棡
原
出
張
所
）市
川

浩
▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）奈
良
清
作

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
日

程
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

文
書
作
成（W

ord

）や
表
計
算

（E
xcel

）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン（Pow
erPoint

）な
ど
の
演
習
を

行
い
ま
す
。

●
日
程

8
月
28
日
、
29
日
、
30

日
、
31
日
の
全
4
回
　
午
後
5

時
〜
7
時

●
受
講
料

無
料

●
対
象
者

キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ

ス
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る

中
学
生
以
上
の
方

●
定
員

10
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
み
方
法

8
月
1
日（
火
）

〜
23
日（
水
）電
話
受
付

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で

す
。
な
お
、
14
日（
月
）〜
16
日

（
水
）は
夏
期
休
業
の
た
め
、
電

市
職
員
の
人
事
異
動

7
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）

〈
退
職
〉

〔
6
月
30
日
付
け
〕

▼
高
須
賀
聖
子（
福
祉
課
主
任
）

▼
三
村
こ
ず
恵（
福
祉
課
主
任
）

▼
森
山
嘉
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
渡
辺
幸
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

〔
4
月
30
日
付
け
〕

▼
佐
野
純
一（
市
立
病
院
看
護
師
）

〈
新
規
任
用
〉

▼
市
立
病
院
保
健
師
　
驂
田
小
夜

お
い
て
花
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
市
観
光
協
会

が
河
川
敷
で
育
て
た
花
を
市
内
全

域
に
配
布
し
、
地
域
を
花
で
飾
り

き
れ
い
に
し
よ
う
と
行
っ
て
い
ま

す
。

び
り
ゅ
う
館
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
す

び
り
ゅ
う
館
で
は
オ
ー
プ
ン
5

周
年
を
記
念
し
、
夏
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

今
年
は
、
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
、「
第
21
回

下
水
道
ま
つ
り
」を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下

水
道
の
こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
2
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ

ー富
士
吉
田
市
下
吉
田
4
1
6
6

（
駐
車
場
あ
り
）

●
問
い
合
わ
せ

富
士
北
麓
浄
化

セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
5
―

22
―

2
2
5
9
）

川
で
育
て
る
花
の

ま
ち
づ
く
り

6
月
22
日
、
鶴
川
の
河
川
敷
に

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
夏

の
1
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
6
日（
日
）

◎
食
堂
の
部
　
午
前
11
時
〜

（
メ
ニ
ュ
ー
「
手
打
ち
そ
ば
各

種
・
き
び
ご
は
ん
・
鶴
御
膳
・

山
御
膳
」
他
の
料
金
は
割
引
サ

ー
ビ
ス
し
ま
す
。）

◎
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
午
前
11
時
〜

午
後
7
時
ま
で

●
場
所

羽
置
の
里「
び
り
ゅ
う

館
」
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課計画推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

8月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、8月29日（火）午前9時から11時です。

子
▼
市
立
病
院
看
護
師
　
相
川
真
美

〈
転
職
〉

▼
建
設
課
技
師（
建
設
課
技
術
員
）

花
本
弘
行

〈
配
置
換
〉

▼
市
民
課
副
主
幹（
社
会
教
育
課
）

佐
藤
静
子

▼
生
活
環
境
課
副
主
幹
技
師（
建

設
課
）守
屋
正
夫

▼
福
祉
課
副
主
幹（
経
済
課
）卯
月

は
る
み

▼
経
済
課
副
主
幹（
市
立
病
院
）

久
島
茂
夫

▼
市
立
病
院
主
幹
（
生
活
環
境
課
）

横
瀬
一
利

〔
5
月
1
日
付
け
〕

▼
消
防
署
消
防
司
令（
消
防
署
秋

棡
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
和
田

博
夫
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
上

野
原
交
通
安
全
協
会
棡
原
支
部
会

員
や
支
部
長
、
上
野
原
交
通
安
全

協
会
会
長
・
山
梨
県
交
通
安
全
協

会
理
事
と
し
て
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
緑
十
字
金
章
交
通
安

全
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

緑
十
字
金
章
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
　
和
田
博
夫
さ
ん

●
イ
ベ
ン
ト

・
午
後
12
時
15
分
〜
午
後
3
時
30

分
　
三
頭
太
鼓
・
舞
踊
・
福
前

健
康
体
操
・
歌
謡
シ
ョ
ー（
歌

手
、
堀
川
み
や
び
）
他

・
午
後
3
時
30
分
〜
　
カ
ラ
オ
ケ

◎
出
店
　
里
の
味
コ
ロ
ッ
ケ
・
酒

ま
ん
じ
ゅ
う
・
焼
き
鳥
・
焼
き

そ
ば
・
い
か
・
農
産
物
・
飲
み

物
・
花
の
販
売
他

●
問
い
合
わ
せ
　
び
り
ゅ
う
館

（
蕁
68
―

2
1
0
0
）

AED（自動体外式除細動器）
講習会を実施しました

AEDを用いた除細動（電気ショック）の
重要性は、除細動を行うことが1分遅れる
ごとに7～10％生存退院率が下がると言わ
れていることからも分かります。救急車
が到着するまでに全国平均では、約6分を
要し、その間何もしないでいると生存へ
のチャンスを半分以上失ってしまうこと
になります。
このことから、傷病者が倒れた現場に

居合わせた人が、その現場で早期に除細
動を行うことや、人工呼吸や心臓マッサ
ージなどの心肺蘇生を行うことが重要に
なってきます。
AEDは、市役所1階市民課カウンターに

配備されています。市役所においても多
くの職員がAEDを正確に使用できるよう
にと、7月6日・10日の2回、職員を対象
にAED（自動体外式除細動器）講習会を実
施しました。▲鶴川河川敷

上
野
原
市
立
病
院
で
は

看
護
師
を
募
集
し
ま
す

市
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り

看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集

看
護
師
　
6
名

●
資
格
要
件

資
格
取
得
者
ま
た

は
資
格
取
得
見
込
み
者
で
40
歳

以
下
の
者

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
庶
務

担
当（
蕁
62
│

5
1
2
1
）

下
水
道
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

山
梨
県
、（
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社
お
よ
び
富
士
北
麓
流
域
下
水

道
推
進
協
議
会
で
は
、
9
月
の

「
下
水
道
の
日
」の
行
事
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
、
下
水
道
ま
つ
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。



て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
版
は

パ
ソ
コ
ン
等
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
コ
ピ
ー

し
ま
す
の
で
、
次
の
容
量
の
メ
デ

ィ
ア（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│

Ｒ
・
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
）を

用
意
の
う
え
、
企
画
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
す
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
》

●
内
容

昭
和
31
年
6
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

●
容
量

約
2
・
3
襯（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│

Ｒ
1
枚
か
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
4
枚
）

《
広
報
あ
き
や
ま
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
容
量

約
600
襪（
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
1
枚
）

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上
野
原
警
察
署
か
ら

お
知
ら
せ

《
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
》

死
亡
事
故
等
重
大
事
故
の
ほ
と

ん
ど
は
、
飲
酒
運
転
等
悪
質
違
反

を
伴
っ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
人
の
心
を
和
ま
せ
、
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
開
放
す
る
な
ど

百
薬
の
長
と
も
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
運

転
に
必
要
な
慎
重
さ
や
冷
静
さ
を

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
版
を

希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す

旧
上
野
原
町
の
広
報
う
え
の
は

ら
と
旧
秋
山
村
の
広
報
あ
き
や
ま

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
版
を
配
布
し

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
縮
刷
版
を
販
売
し
て
い

ま
す市

で
は
、
旧
町
村
の
あ
ゆ
み
や

出
来
事
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
旧

上
野
原
町
の
広
報
う
え
の
は
ら
と

旧
秋
山
村
の
広
報
あ
き
や
ま
の
縮

刷
版
を
作
成
し
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
求
め
く
だ

さ
い
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
縮
刷
版
》

●
内
容

昭
和
54
年
1
月
号（
281

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

2
巻
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
販
売
価
格

7
0
0
0
円

《
広
報
あ
き
や
ま
縮
刷
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
販
売
価
格

5
0
0
0
円

失
わ
せ
、
的
確
な
運
転
操
作
を
不

可
能
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
は
、
酒
酔
い
運

転
は
懲
役
3
年
以
下
ま
た
は
罰
金

50
万
円
以
下
、
違
反
点
数
25
点
で
、

初
め
て
の
処
分
で
も
取
り
消
し
期

間
が
2
年
に
な
り
ま
す
。
酒
気
帯

び
運
転
は
懲
役
1
年
ま
た
は
罰
金

30
万
円
以
下
、
違
反
点
数
は
体
内

の
量
に
よ
り
13
点
ま
た
は
6
点

で
、
非
常
に
厳
し
い
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状

態
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
人
に

怪
我
を
さ
せ
た
場
合
は
、
刑
法
の

危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
よ
り
、
泥

棒
や
詐
欺
と
同
じ
10
年
以
下
の
懲

役
、
も
し
も
人
を
死
亡
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
1
年
以
上
の
懲
役

と
な
り
ま
す
。

酒
酔
い
運
転
は
自
転
車
で
も
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
し
、
車
を

運
転
す
る
人
に
お
酒
を
勧
め
た
場

合
等
も
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

安
全
で
住
み
よ
い
社
会
を
築
く

た
め
、
飲
酒
運
転
を
社
会
か
ら
追

放
し
ま
し
ょ
う
。

《
交
通
情
報
を活

用
し
ま
し
ょ
う
》

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
道
路
を
通

行
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
道
路

交
通
情
報
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
ラ
ジ
オ
放
送（
日
本
道
路
交
通

情
報
セ
ン
タ
ー
甲
府
セ
ン
タ
ー

で
実
施
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

・
Ｆ
Ｍ
富
士

●
問
い
合
わ
せ

・
道
路
交
通
情
報
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
　
日
本
道
路
交
通
情
報

セ
ン
タ
ー
甲
府
セ
ン
タ
ー（
蕁

0
5
5
―

2
3
2
―

5
0
0
0
）

http://w
w
w
.jartic.or.jp/

・
中
央
自
動
車
道
の
情
報

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

http://w
w
w
.nexco.ne.jp/

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

警
務
係
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

上野原市には数多くの文化財が残されています。
上野原市教育委員会では、市役所展示スペースにおいて

「上野原市の歴史を知ろ
う」というテーマのも
と、遺跡から出土した
資料の展示を行います。
第1回目は、市役所

を建設する際の発掘調
査で見つかった、平安
時代（今から約1000年
前）の「大間々遺跡」
の写真や出土品を展示
します。

●問い合わせ　社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

上野原市の歴史を知ろう！！
～ミニ展示のお知らせ～

（市役所１階会計課横）8月1日～31日まで
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

食
欲
が
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、

イ
ラ
イ
ラ
や
憂
う
つ
な
気
分
が
続

く
な
ど
の
不
調
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
る
い
は
家
族
に
そ
う
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た

り
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
り
す
る
場

合
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
内
容

・
対
人
関
係
に
よ
る
悩
み
、
不
眠

や
抑
う
つ
状
態
、
飲
酒
の
問
題
、

家
庭
内
暴
力
、
認
知
症
な
ど

・
精
神
的
な
病
気
の
医
療
や
福
祉

に
関
す
る
こ
と

◎
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
実
施
日
時

・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、
保
健

師（
随
時
）
月
〜
金
曜
日（
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

・
精
神
科
嘱
託
医（
要
予
約
）

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日（
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

◎
料
金

無
料

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
０
５
５
５
―

24
―

９
０
３
５
）

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

一
般
的
な
食
中
毒
は
十
万
個
以

上
の
細
菌
を
摂
取
す
る
こ
と
で
発

症
し
ま
す
が
、
こ
の
菌
は
百
個
程

度
の
少
な
い
量
で
発
症
す
る
家
庭

で
も
大
変
多
い
食
中
毒
で
す
。

原
因
と
な
る
の
は
食
肉
類
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
腸
管
内
に
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
を
保
菌
し
て
い
る

鶏
肉
に
汚
染
率
の
高
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則
は
「
菌

を
付
け
な
い
。
増
や
さ
な
い
。
殺

す
。」
で
す
が
、
少
量
感
染
す
る

菌
は
、「
増
や
さ
な
い（
冷
蔵
保
管
、

す
ぐ
食
べ
る
）。」
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

鶏
肉
は
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱

（
殺
す
）し
、
二
次
汚
染（
付
け
な

い
）に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
肉
専
用
調
理
器
具
を
用
い
洗

浄
後
は
十
分
に
乾
燥
さ
せ
る
。

②
冷
蔵
庫
内
で
は
、
長
期
間
生
存

す
る
の
で
他
の
食
品
と
接
触
さ

せ
な
い
。

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
際
に
は
、
ト

ン
グ
を
使
用
し
、
取
り
箸
と
の

併
用
を
避
け
る
。

伝
　
　
言
　
　
板

“文化財キャラクター”

縄文時代の
上野原小学校遺跡出土
（土器のかざり）

第1回展示

平安時代の村跡

「大間々遺跡
お お ま ま い せ き

」
是非ご覧ください！！

庁舎正面入口

会計課

市民ロビー

展示スペース

市役所1階

展示スペース

6月25日、河口湖サッカー場で行われた第
30回全日本少年サッカー大会山梨県大会にお
いて、市スポーツ少年団所属のFC上野原チー
ムが第4位となり、8月12日から山梨県で開催
される関東大会の出場権を獲得しました。
また、5月14日、韮崎中央公園芝生球場で
行われた第34回山梨県春季少年サッカー大会
において、同チームが準優勝を飾る大活躍を
しました。
選手のみなさんのこれからの活躍が期待さ
れます。

第30回全日本少年
サッカー大会関東大会出場

▲関東大会出場を喜ぶ選手たち

大
目
地
区
に
お
住
ま
い
の
水
越

旭
祝
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
上

野
原
交
通
安
全
協
会
大
目
支
部
会

員
や
支
部
長
、
上
野
原
交
通
安
全

協
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
功
労

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
表
彰
　
　
　
水
越
旭
祝
さ
ん

▲広報うえのはら・あきやま縮刷版



て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
版
は

パ
ソ
コ
ン
等
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
コ
ピ
ー

し
ま
す
の
で
、
次
の
容
量
の
メ
デ

ィ
ア（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│

Ｒ
・
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
）を

用
意
の
う
え
、
企
画
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
す
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
》

●
内
容

昭
和
31
年
6
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

●
容
量

約
2
・
3
襯（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
│

Ｒ
1
枚
か
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
4
枚
）

《
広
報
あ
き
や
ま
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
容
量

約
600
襪（
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
1
枚
）

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上
野
原
警
察
署
か
ら

お
知
ら
せ

《
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
》

死
亡
事
故
等
重
大
事
故
の
ほ
と

ん
ど
は
、
飲
酒
運
転
等
悪
質
違
反

を
伴
っ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
人
の
心
を
和
ま
せ
、
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
開
放
す
る
な
ど

百
薬
の
長
と
も
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
運

転
に
必
要
な
慎
重
さ
や
冷
静
さ
を

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
版
を

希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す

旧
上
野
原
町
の
広
報
う
え
の
は

ら
と
旧
秋
山
村
の
広
報
あ
き
や
ま

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
版
を
配
布
し

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
縮
刷
版
を
販
売
し
て
い

ま
す市

で
は
、
旧
町
村
の
あ
ゆ
み
や

出
来
事
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
旧

上
野
原
町
の
広
報
う
え
の
は
ら
と

旧
秋
山
村
の
広
報
あ
き
や
ま
の
縮

刷
版
を
作
成
し
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
求
め
く
だ

さ
い
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
縮
刷
版
》

●
内
容

昭
和
54
年
1
月
号（
281

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

2
巻
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
販
売
価
格

7
0
0
0
円

《
広
報
あ
き
や
ま
縮
刷
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
販
売
価
格

5
0
0
0
円

失
わ
せ
、
的
確
な
運
転
操
作
を
不

可
能
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
は
、
酒
酔
い
運

転
は
懲
役
3
年
以
下
ま
た
は
罰
金

50
万
円
以
下
、
違
反
点
数
25
点
で
、

初
め
て
の
処
分
で
も
取
り
消
し
期

間
が
2
年
に
な
り
ま
す
。
酒
気
帯

び
運
転
は
懲
役
1
年
ま
た
は
罰
金

30
万
円
以
下
、
違
反
点
数
は
体
内

の
量
に
よ
り
13
点
ま
た
は
6
点

で
、
非
常
に
厳
し
い
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状

態
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
人
に

怪
我
を
さ
せ
た
場
合
は
、
刑
法
の

危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
よ
り
、
泥

棒
や
詐
欺
と
同
じ
10
年
以
下
の
懲

役
、
も
し
も
人
を
死
亡
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
1
年
以
上
の
懲
役

と
な
り
ま
す
。

酒
酔
い
運
転
は
自
転
車
で
も
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
し
、
車
を

運
転
す
る
人
に
お
酒
を
勧
め
た
場

合
等
も
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

安
全
で
住
み
よ
い
社
会
を
築
く

た
め
、
飲
酒
運
転
を
社
会
か
ら
追

放
し
ま
し
ょ
う
。

《
交
通
情
報
を活

用
し
ま
し
ょ
う
》

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
道
路
を
通

行
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
道
路

交
通
情
報
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
ラ
ジ
オ
放
送（
日
本
道
路
交
通

情
報
セ
ン
タ
ー
甲
府
セ
ン
タ
ー

で
実
施
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

・
Ｆ
Ｍ
富
士

●
問
い
合
わ
せ

・
道
路
交
通
情
報
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
　
日
本
道
路
交
通
情
報

セ
ン
タ
ー
甲
府
セ
ン
タ
ー（
蕁

0
5
5
―

2
3
2
―

5
0
0
0
）

http://w
w
w
.jartic.or.jp/

・
中
央
自
動
車
道
の
情
報

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

http://w
w
w
.nexco.ne.jp/

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
警
察
署

警
務
係
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

上野原市には数多くの文化財が残されています。
上野原市教育委員会では、市役所展示スペースにおいて

「上野原市の歴史を知ろ
う」というテーマのも
と、遺跡から出土した
資料の展示を行います。
第1回目は、市役所
を建設する際の発掘調
査で見つかった、平安
時代（今から約1000年
前）の「大間々遺跡」
の写真や出土品を展示
します。

●問い合わせ　社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

上野原市の歴史を知ろう！！
～ミニ展示のお知らせ～

（市役所１階会計課横）8月1日～31日まで
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

食
欲
が
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、

イ
ラ
イ
ラ
や
憂
う
つ
な
気
分
が
続

く
な
ど
の
不
調
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
る
い
は
家
族
に
そ
う
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た

り
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
り
す
る
場

合
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
内
容

・
対
人
関
係
に
よ
る
悩
み
、
不
眠

や
抑
う
つ
状
態
、
飲
酒
の
問
題
、

家
庭
内
暴
力
、
認
知
症
な
ど

・
精
神
的
な
病
気
の
医
療
や
福
祉

に
関
す
る
こ
と

◎
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
実
施
日
時

・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、
保
健

師（
随
時
）
月
〜
金
曜
日（
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

・
精
神
科
嘱
託
医（
要
予
約
）

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日（
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

◎
料
金

無
料

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
０
５
５
５
―

24
―

９
０
３
５
）

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

一
般
的
な
食
中
毒
は
十
万
個
以

上
の
細
菌
を
摂
取
す
る
こ
と
で
発

症
し
ま
す
が
、
こ
の
菌
は
百
個
程

度
の
少
な
い
量
で
発
症
す
る
家
庭

で
も
大
変
多
い
食
中
毒
で
す
。

原
因
と
な
る
の
は
食
肉
類
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
腸
管
内
に
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
を
保
菌
し
て
い
る

鶏
肉
に
汚
染
率
の
高
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則
は
「
菌

を
付
け
な
い
。
増
や
さ
な
い
。
殺

す
。」
で
す
が
、
少
量
感
染
す
る

菌
は
、「
増
や
さ
な
い（
冷
蔵
保
管
、

す
ぐ
食
べ
る
）。」
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

鶏
肉
は
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱

（
殺
す
）し
、
二
次
汚
染（
付
け
な

い
）に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
肉
専
用
調
理
器
具
を
用
い
洗

浄
後
は
十
分
に
乾
燥
さ
せ
る
。

②
冷
蔵
庫
内
で
は
、
長
期
間
生
存

す
る
の
で
他
の
食
品
と
接
触
さ

せ
な
い
。

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
際
に
は
、
ト

ン
グ
を
使
用
し
、
取
り
箸
と
の

併
用
を
避
け
る
。

伝
　
　
言
　
　
板

“文化財キャラクター”

縄文時代の
上野原小学校遺跡出土
（土器のかざり）

第1回展示

平安時代の村跡

「大間々遺跡
お お ま ま い せ き

」
是非ご覧ください！！

庁舎正面入口

会計課

市民ロビー

展示スペース

市役所1階

展示スペース

6月25日、河口湖サッカー場で行われた第
30回全日本少年サッカー大会山梨県大会にお
いて、市スポーツ少年団所属のFC上野原チー
ムが第4位となり、8月12日から山梨県で開催
される関東大会の出場権を獲得しました。
また、5月14日、韮崎中央公園芝生球場で

行われた第34回山梨県春季少年サッカー大会
において、同チームが準優勝を飾る大活躍を
しました。
選手のみなさんのこれからの活躍が期待さ

れます。

第30回全日本少年
サッカー大会関東大会出場

▲関東大会出場を喜ぶ選手たち

大
目
地
区
に
お
住
ま
い
の
水
越

旭
祝
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
上

野
原
交
通
安
全
協
会
大
目
支
部
会

員
や
支
部
長
、
上
野
原
交
通
安
全

協
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
功
労

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
表
彰
　
　
　
水
越
旭
祝
さ
ん

▲広報うえのはら・あきやま縮刷版



大
目
地
区

小
宮
公
造（
公
二
）、
岡
部
靖（
い
ち

子
）、
一
ノ
宮
巖（
康
友
）

甲
東
地
区

和
智
政
春（
孝
夫
）

巌
地
区

小
澤
重
三
郎（
重
明
）、
井
上
義
埃

（
義
夫
）、
小
山
美
津
子（
斌
敏
）、

安
留
栄
子（
惇
）

島
田
地
区

野
沢
壽
々
子（
征
男
）

上
野
原
地
区

宇
津
木
一
正（
あ
け
み
）、
佐
野
常

喜（
健
一
）

棡
原
地
区

山
口
胸
雄（
実
）、
鶴
　
ミ
イ（
辰

美
）

西
原
地
区

淺
倉
外
千
代（

治
）、
武
原
嘉
雄

（
由
喜
子
）、
奈
良
あ
き
の（
清
治
）

秋
山
地
区

小
笠
原
あ
き
子（
政
仁
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井
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全
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命
』

帚
木
蓬
生
／
著
　
角
川
書
店

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
医
師
津
村

は
、
平
壤
産
院
の
医
師
に「
北

朝
鮮
に
来
て
技
術
と
知
識
を
伝

え
て
く
れ
」と
口
説
か
れ
る
。

招
聘
医
師
と
し
て
平
壤
で
め
ざ

ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
て
ゆ
く
。

◇『
少
女
七
竈

な
な
か
ま
ど

と

七
人
の
可
愛
そ
う
な
大
人
』

桜
庭
一
樹
／
著
　
角
川
書
店

七
竈
17
歳
は
美
し
く
生
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
大
人
の
男
た
ち

か
ら
じ
ろ
じ
ろ
と
眺
め
ま
わ
さ

れ
る
た
び
に
怒
り
を
感
じ
る
。
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◇
『
気
分
は
名
探
偵
』

我
孫
子
武
丸
／
他
著
　
徳
間
書

店
◇
『
金
色
の
雨
が
ふ
る
』

桐
生
典
子
／
著
　
光
文
社

◇
『
隅
っ
こ
の
「
昭
和
」』

出
久
根
達
郎
／
著
　
角
川
学
芸

出
版

◇
『
戦
争
を
知
っ
て
い
てよ

か
っ
た
』

曽
野
綾
子
／
著
　
新
潮
社

◇
『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』

カ
ズ
オ
イ
シ
グ
ロ
／
著
　
土
屋

政
雄
／
訳
　
早
川
書
房

◇
『
楽
園
へ
の
疾
走
』

J
・
Ｇ
・
バ
ラ
ー
ド
／
著
　
増

田
ま
も
る
／
訳
　
東
京
創
元
社

◇
『
基
礎
か
ら
は
じ
め
る

コ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク
』

二
川
滋
夫
／
著
　
東
京
堂
出
版

児

童

書

◆
『
フ
ァ
ン
ム
・
ア
レ
ー
ス
』

香
月
日
輪
／
著
　
講
談
社

◆
『
お
ば
け
も
こ
わ
が
る

お
ば
け
の
く
に
』

む
ら
い
か
よ
／
著
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
』

マ
ー
テ
ィ
ン
･
リ
ー
ヴ
ィ
ッ

ト
／
作
　
神
戸
万
知
／
訳
　
す

ず
き
出
版

◆
『
ラ
ク
リ
ッ
ツ
探
偵
団
』

ユ
リ
ア
ン
・
プ
レ
ス
／
作
　
荒

川
み
ひ
／
訳
　
講
談
社

◆
『
和
の
行
事
え
ほ
ん
』

春
と
夏
の
巻

高
野
紀
子
／
作
　
あ
す
な
ろ
書

房
◆
『
右
と
左
の
不
思
議
が

わ
か
る
絵
事
典
』

富
永
裕
久
／
著
　
P
H
P
研
究

所
絵

本

○
『
お
ん
ち
の
イ
ゴ
ー
ル
』

き
た
む
ら
さ
と
し
／
文
・
絵

小
峰
書
店

○
『
平
和
の
種
子
を
ま
く
』

大
塚
敦
子
／
写
真
・
文
　
岩
崎

書
店

○
『
ひ
み
つ
の
も
り
』

ジ
ー
ニ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
／
作

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／
絵
　
光
村
教

育
図
書

○
『
き
み
の
う
ち
、
ぼ
く
の
う
ち
』

ヤ
ン
・
ホ
ア
ン
／
文
　
ホ
ア

ン
・
シ
ャ
オ
イ
ェ
ン
／
絵
　
岩

崎
書
店

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
』

◎
日
時
　
8
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
夏
休
み
ア
ニ
メ
ま
つ
り
☆

『
み
に
く
い

あ
ひ
る
の
子
』
ほ
か

◎
日
時
　
8
月
16
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
2
時
〜
3
時

☆
お
は
な
し
会
☆

『
か
ら
た
ち
ば
や
し
の

て
ん
と
う
む
し
』
ほ
か

◎
日
時
　
8
月
19
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
出
会
い
に
あ
り
が
と
う
』

清
水
英
雄

作
　
他

◎
日
時
　
8
月
20
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

死

亡

今
月
の
一
冊

大
目
地
区

鈴
木
亜
利
砂

あ

り

さ

（
和
弘
）、
長
谷
川

朱
琉

あ
み
る（

治
幸
）

甲
東
地
区

志
村
光
太
郎

こ
う
た
ろ
う（

祐
一
）

大
鶴
地
区

細
田
時
希

は
る
き（

一
希
）

上
野
原
地
区

石
川
真
緒

ま

お
（
由
紀
夫
）、
和
田
彩
音

あ
や
ね

（
貴
士
）、
鷹
取
留
菜

る

な（
昭
仁
）

棡
原
地
区

佐
渡
帆
夏

ほ
の
か（

忠
行
）

西
原
地
区

闍
橋
瑞
怜

み
ず
あ
き（

瑞
英
）

甲
東
地
区

和
智
祐
二
＝
斎
藤
愛
美

巌
地
区

入
江
健
二
＝
中
闢
和
子

上
野
原
地
区

倉
田
喜
保
＝
小
林
由
香
里

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝
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今
回
は
出
血
の
話
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
中
か
ら
救
急
で
よ
く
遭

遇
す
る
二
つ
の
例
に
つ
い
て
、
家

庭
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ

い
か
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。最

初
は
手
な
ど
を
切
っ
て
し
ま

っ
て
出
血
し
た
場
合
に
つ
い
て
。

ま
ず
、
傷
口
を
水
道
水
で
流
し

て
き
れ
い
に
し
て
か
ら
、
よ
く
観

察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
血
が
噴

水
の
よ
う
に
勢
い
よ
く
吹
き
出
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
ド
ッ
ク
ン
ド

ッ
ク
ン
と
拍
動
性
に
出
て
い
た
り

す
る
場
合
。
こ
う
い
う
と
き
は
家

庭
で
は
こ
れ
以
上
止
め
よ
う
が
な

い
の
で
、
傷
口
を
や
や
強
め
に
押

さ
え
な
が
ら
病
院
に
来
て
く
だ
さ

い
。
で
も
大
抵
は
じ
わ
ー
っ
と
泉

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
湧
い
て
く

る
よ
う
に
出
血
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
は
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
当
て
、
そ

の
上
か
ら
ぎ
ゅ
っ
と
強
く
圧
迫
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
三
分
間
も
圧

迫
す
れ
ば
大
方
は
止
ま
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
そ
の
う
え
で
あ
ら
た

め
て
傷
を
よ
く
観
察
し
、
絆
創
膏

ば
ん
そ
う
こ
う

で
済
む
程
度
な
ら
そ
れ
で
い
い

し
、
少
々
深
そ
う
だ
と
い
う
場
合

で
も
、
道
中
そ
ん
な
に
ド
キ
ド
キ

し
な
い
で
病
院
ま
で
落
ち
着
い
て

運
転
し
て
こ
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
圧
迫
で
止
ま
ら
な
け

れ
ば
も
ち
ろ
ん
病
院
へ
来
て
く
だ

さ
い
。

次
に
よ
く
遭
遇
す
る
の
が
鼻

血
。
こ
れ
ま
た
特
に
大
人
の
方
は

興
奮
し
て
来
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
ま
ず
は
落
ち
着
き
ま
し
ょ

う
。
よ
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
丸
め
て
詰
め
込
む
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
止

ま
ら
な
い
と
き
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
を
詰
め
込
ん
だ
う
え
で
鼻

の
両
側
か
ら
指
で
強
め
に
ぎ
ゅ
っ

と
三
分
間
ほ
ど
つ
ま
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
で
大
抵
は
止
ま
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
駄
目
な
と
き
は
病
院
へ
来
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
そ
の
際
多
量

の
血
を
飲
み
込
む
と
吐
き
気
を
生

ず
る
の
で
、
口
か
ら
出
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
鼻
血
の

一
番
の
原
因
は
、
鼻
を
ほ
じ
っ
て

傷
つ
け
る
こ
と
な
の
で
、
そ
う
し

な
い
こ
と
が
一
番
な
の
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

島田地区 石井 悟
さとし

くん（1歳2か月）
敏崇さんと朋美さんの長男

“わが家の太陽、明るく元気で育ってね”

棡原地区 小川 藍
あい

ちゃん（2歳6か月）
千尋
ち ひ ろ

ちゃん（11か月）
千遥
ち は る

ちゃん（11か月）
孝之さんと友紀さんの長女・二女・三女

“とにかく丈夫で元気に！！
何事にもへこまずチャレンジする子に育ってね”
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と
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時
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時
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し
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ば
や
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の
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う
む
し
』
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◎
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土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
出
会
い
に
あ
り
が
と
う
』

清
水
英
雄

作
　
他

◎
日
時
　
8
月
20
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

死

亡

今
月
の
一
冊

大
目
地
区

鈴
木
亜
利
砂

あ

り

さ

（
和
弘
）、
長
谷
川

朱
琉

あ
み
る（

治
幸
）

甲
東
地
区

志
村
光
太
郎

こ
う
た
ろ
う（

祐
一
）

大
鶴
地
区

細
田
時
希

は
る
き（

一
希
）

上
野
原
地
区

石
川
真
緒

ま

お
（
由
紀
夫
）、
和
田
彩
音

あ
や
ね

（
貴
士
）、
鷹
取
留
菜

る

な（
昭
仁
）

棡
原
地
区

佐
渡
帆
夏

ほ
の
か（

忠
行
）

西
原
地
区

闍
橋
瑞
怜

み
ず
あ
き（

瑞
英
）

甲
東
地
区

和
智
祐
二
＝
斎
藤
愛
美

巌
地
区

入
江
健
二
＝
中
闢
和
子

上
野
原
地
区

倉
田
喜
保
＝
小
林
由
香
里

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課計画推進担当（電話62-3118）

出
血
の
は
な
し

上
野
原
市
立
病
院
　
外
科

相
川
　
琢
磨
　
医
師
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今
回
は
出
血
の
話
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
中
か
ら
救
急
で
よ
く
遭

遇
す
る
二
つ
の
例
に
つ
い
て
、
家

庭
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ

い
か
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。最

初
は
手
な
ど
を
切
っ
て
し
ま

っ
て
出
血
し
た
場
合
に
つ
い
て
。

ま
ず
、
傷
口
を
水
道
水
で
流
し

て
き
れ
い
に
し
て
か
ら
、
よ
く
観

察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
血
が
噴

水
の
よ
う
に
勢
い
よ
く
吹
き
出
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
ド
ッ
ク
ン
ド

ッ
ク
ン
と
拍
動
性
に
出
て
い
た
り

す
る
場
合
。
こ
う
い
う
と
き
は
家

庭
で
は
こ
れ
以
上
止
め
よ
う
が
な

い
の
で
、
傷
口
を
や
や
強
め
に
押

さ
え
な
が
ら
病
院
に
来
て
く
だ
さ

い
。
で
も
大
抵
は
じ
わ
ー
っ
と
泉

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
湧
い
て
く

る
よ
う
に
出
血
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
は
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
当
て
、
そ

の
上
か
ら
ぎ
ゅ
っ
と
強
く
圧
迫
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
三
分
間
も
圧

迫
す
れ
ば
大
方
は
止
ま
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
そ
の
う
え
で
あ
ら
た

め
て
傷
を
よ
く
観
察
し
、
絆
創
膏

ば
ん
そ
う
こ
う

で
済
む
程
度
な
ら
そ
れ
で
い
い

し
、
少
々
深
そ
う
だ
と
い
う
場
合

で
も
、
道
中
そ
ん
な
に
ド
キ
ド
キ

し
な
い
で
病
院
ま
で
落
ち
着
い
て

運
転
し
て
こ
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
圧
迫
で
止
ま
ら
な
け

れ
ば
も
ち
ろ
ん
病
院
へ
来
て
く
だ

さ
い
。

次
に
よ
く
遭
遇
す
る
の
が
鼻

血
。
こ
れ
ま
た
特
に
大
人
の
方
は

興
奮
し
て
来
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
ま
ず
は
落
ち
着
き
ま
し
ょ

う
。
よ
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
丸
め
て
詰
め
込
む
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
止

ま
ら
な
い
と
き
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
を
詰
め
込
ん
だ
う
え
で
鼻

の
両
側
か
ら
指
で
強
め
に
ぎ
ゅ
っ

と
三
分
間
ほ
ど
つ
ま
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
で
大
抵
は
止
ま
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
駄
目
な
と
き
は
病
院
へ
来
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
そ
の
際
多
量

の
血
を
飲
み
込
む
と
吐
き
気
を
生

ず
る
の
で
、
口
か
ら
出
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
鼻
血
の

一
番
の
原
因
は
、
鼻
を
ほ
じ
っ
て

傷
つ
け
る
こ
と
な
の
で
、
そ
う
し

な
い
こ
と
が
一
番
な
の
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

島田地区 石井 悟
さとし

くん（1歳2か月）
敏崇さんと朋美さんの長男

“わが家の太陽、明るく元気で育ってね”

棡原地区 小川 藍
あい

ちゃん（2歳6か月）
千尋
ち ひ ろ

ちゃん（11か月）
千遥
ち は る

ちゃん（11か月）
孝之さんと友紀さんの長女・二女・三女

“とにかく丈夫で元気に！！
何事にもへこまずチャレンジする子に育ってね”
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甲東地区野田尻にお住まいの10人ほどの女性のみ
なさんが、毎月1回ボランティアで中央自動車道上下
線野田尻バス停付近の清掃活動を行っています。
この清掃活動に利用者の方やバス停を通るバスの運

転手さんたちも感謝しているそうです。

上野原自然探検隊が鶴川を探検

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

市内小学校3年生～6年生の21人で構成されている上野原自然探検
隊が、7月1日に鶴川を探検しました。この探検隊は、市中央公民館
と小学校の先生、帝京科学大学のボランティアサークル“自然探検隊”
が協力して実施している教室で、当日は、巌地区八ツ沢橋下の鶴川で
生息している生物と、西原地区平野田休養村付近の鶴川で生息してい
る生物を比べ、水のきれいさを比較しました。子どもたちは、同じ川
の上流と下流で、生息できる生物が違うことに驚いていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課計画推進担当 電話62-3118

人口●28,230人 （－29）
男 ●14,080人 （－16）
女 ●14,150人 （－13）
世帯●10,066世帯（＋ 1）
平成18年7月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●ボランティアで野田尻バス停を清掃
7月11日・12日、棡原中学校では、地域のみなさ

んや保護者の方に、子どもたちの普段の学校生活を見
ていただきたいと学校開放日を設けました。朝の読書
の時間や授業、給食、帰りの清掃などを地域の方たち
と過ごし、2日目には合唱発表会も行われました。

●棡原中学校学校開放日

6月22日、秋山小学校において、24人のタイ王国
の方たちとの国際理解集会が行われました。
当日は、各班ごとに給食を一緒に食べたり、みんな

で歌を歌ったり、ゲームをしたりして、お互いの文化
や言語にふれ、交流を深めました。

●秋山小でタイ王国の人たちとのふれあい
上野原市在住の横瀬三郎さんが、「大鶴楽生園の入

園者に木の香りで心を癒してもらいたい。」と、手づ
くりのテーブル・椅子とインテリア雑貨を寄贈しまし
た。入園者は椅子に座り、初夏の楽しいひとときを過
ごしています。

●大鶴楽生園に手づくりテーブル等を寄贈
編
集
・
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行
：
上
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